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平成３０年３月 松本市農業委員会 委員協議会 議事録 

 

１ 日  時    平成３０年３月２７日（火）午後１時２６分から午後２時４７分 

 

２ 場  所    議員協議会室（東庁舎３階） 

 

３ 出席委員    ４５人 １番 柿澤  潔     ２番 丸山 敏郎 

              ３番 森田 大樹     ４番 北川 和宏 

              ５番 百瀬 芳彦     ６番 岡村 時則 

              ７番 上條 陽一     ８番 上條信太郎 

              ９番 河野  徹    １１番 三村 和弘 

             １２番 太田 辰男    １３番 中島 孝子 

             １４番 荒井 和久    １５番 細田 範良 

             １６番 波田野裕男    １７番 赤羽 隆男 

             １８番 竹島 敏博    ２０番 上條萬壽登 

             ２１番 小林 弘也    ２２番 塩原  忠 

             ２３番 古沢 明子    ２４番 上内 佳朋 

             ２５番 栁澤 元吉    ２６番 波多腰哲郎 

             ２７番 田中 悦郎    ２８番 伊藤 修平 

             ２９番 橋本 実嗣    ３０番 小沢 和子 

             ３１番 竹内 益貴    ３２番 窪田 英明 

             ３３番 上條英一郎    ３５番 伊藤 素章 

             ３６番 忠地 義光    ３７番 百瀬 文彦 

             ３８番 小松 誠一    ３９番 菅野 訓芳 

             ４０番 百瀬 貞雄    ４１番 前田 隆之 

             ４２番 青木 秀夫    ４３番 萩原 良治 

             ４４番 波場 秀樹    ４５番 百瀬 秀一 

             ４６番 金子 文彦    ４８番 上條  信 

             ４９番 赤羽 米子 

 

４ 欠席委員    ３人 １９番 丸山 寛実    ３４番 百瀬 道雄 

             ４７番 三村 晴夫 

 

５ 協議事項 

   (1) 平成３０年度松本市農業委員会業務計画について 

 

６ 報告事項 

   (1) 平成３０年度松本市一般会計予算（農林部関係について） 

   (2) 平成３０年度松本市一般会計予算（農業委員会関係について） 

   (3) 平成２９年度第４回農業経営改善計画の審査結果について 

   (4) 青年等就農計画認定事務の変更について 

   (5) 平成２９年度違反転用への適正な対応に係る実施報告について 
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   (6) 平成２９年度農業者年金の加入推進結果について 

   (7) 「農業委員会だより」全国コンクールにおける入賞について 

   (8) ３月農業振興部会における懇談予定について 

   (9) ２月定例部会報告 

   (10) 主要会務報告 

 

７ その他 

 

８ 出席職員 農業委員会事務局    局  長  窪田 京子 

          〃        局長補佐  板花 賢治 

          〃        局長補佐  小西 えみ 

          〃        担当係長  齋藤 信幸 

       農政課         課  長  中村 尚文 

          〃        主  任  大塚 留誠 

          〃        主  事  岩垂 宏直 

       耕地林務課       課  長  矢島 賴義 

       西部農林課       課  長  石川 善啓 

       松本農業改良普及センター課長補佐  西嶋 秀雄 

 

９ 会長あいさつ  小林会長 

 

10 会議の成立   農業委員会等に関する法律第２１条第３項により成立 

 

11 議長就任    松本市農業委員会総会会議規則第３条により小林会長が議長に就任 

 

12 議事録署名委員の指名及び書記の任命 

          〔議事録署名委員〕 １６番 波田野裕男 委員 

                    １７番 赤羽 隆男 委員 

          〔書記〕板花局長補佐、小西局長補佐 

 

13 会議の概要 

議  長     本日の議案ですが、農地部会に１６件、農業振興部会に１件の議案がそれ

ぞれ提出をされております。このうち議案第１９０号から１９２号の「農

用地利用集積計画の決定の件」並びに第１９３号の「農用地利用配分計画

案の承認の件」につきましては、農業振興部会にそれぞれ事前の内容審査

を付託をいたします。農業振興部会では内容審査を行い、意見集約の上、

農地部会に報告をしてください。 

         次第に従いますと、協議事項１から進めるところでありますが、本日はお

忙しい中を農林部の３人の課長の方が同席をいただいております。そこで、

順番を変更いたしまして、報告事項１、平成３０年度松本市一般会計予算

（農林部関係）について、先に進めます。その次に報告事項３、平成２９

年度第４回の農業経営改善計画の審査結果について、報告事項４の青年等
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就農計画の変更についてと、農政課関係を先に進めてまいります。 

         それでは、報告事項１について、３課の課長に資料に従って順番に説明を

お願いいたします。 

         初めに、中村農政課長、お願いします。 

 

中村（農政課）  それでは、農政課の中村ですが、すみません、説明は着座のままで失礼を

いたします。 

         報告事項１、平成３０年度松本市一般会計予算についてということで資料

を置いてありまして、こちらのほう、農林部平成３０年度当初予算のポイ

ントということでお示しをしております。 

         これ、議会のほうに出しました予算説明書になりますが、予算額ですが、

３０年度当初予算１９億４４３万円ということで、昨年度に比べまして８，

８５５万円の増ということになっています。これ、人件費を除いた部分で

ございます。 

         その中で、主な取り組み等につきましてご説明を申し上げたいと思います

が、３の第１０次基本計画に掲げた「５つの重点目標」の主な取り組みと

いうことですが、これ、菅谷市長が４期目で、「健康寿命延伸都市・松

本」の創造という中で、最後の総仕上げとしまして、生きがいの仕組みづ

くりというものに取り組んでおります。そのために掲げた５つの重点目標

ということですけれども、農林部が関係するのが、経済の好循環の創出と

いう取り組みの中で農林部は位置づけられております。 

         その中で、農政課分についてですが、ナンバー１の部分です。農業者育成

事業費〔未来を担う農業経営者支援事業〕ということで、平成３０年度は、

真ん中になりますけれども、２，５４０万円ということで、前年に比べま

して１，０００万円の増となっております。これは、昨年度、２９年度ま

で、それまでの担い手支援事業をリニューアルして、主に中山間地と、そ

れから女性に焦点を当てて新たにつくった制度でございますが、一応農政

課分として１，５８０万円、それから西部農林課分として９６０万円と。

これ、平成２９年の実績に基づいて予算措置をされたものでございます。 

         続きまして、右側のほうですが、４の主要事業という中に農政課の事業を

２つのせてあります。 

         ナンバー４のほう、農畜産物マーケティング推進事業費〔ブランド化推進

事業〕ということでございますが、平成３０年度は６８２万円で、前年比

２５５万円の増となっています。 

         事業内容のほうをごらんいただきたいんですが、松本の農畜産物の差別

化・付加価値化を進めるため、各種手法による産地ブランド化を推進・支

援するものということで、これまでいわゆる機能性表示の関係で進めてま

いりましたけれども、一応昨年の１１月に松本一本ねぎについて、栄養機

能表示という１つの形で、一本ねぎにそういうシールを張りながら販売を

しているところでございますが、その栄養機能表示の可能性がある野菜、

１０品目ほどありますけれども、これについて改めて調査をし、可能性が

あればというか、結果によって栄養機能表示をしていくと。そういった中
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で、その表示をした野菜のレパートリーを生かしてやっていくことで、３

１９万円ほどかけて１０品目について成分分析を行っていきます。 

         それから、その下の黒ポツ、松本一本ねぎのＧＩ取得調整・支援というこ

とで、松本一本ねぎも大分南信、北信等導入で、売られている部分があり

ますし、本来ですと、手法によって曲がったネギが本来の松本一本ねぎな

んですが、真っ直ぐなネギも松本一本ねぎということで売られているとい

う、ここを何とかして守っていかなければならないという中で、ＧＩ取得

にチャレンジはしていきますけれども、この関係で、改めてそのＧＩ取得

用の７０万円ほど、それから民間の農業者のほうに申請の関係の手続を委

託するということで１００万円、合計１７０万円ほど予算をかけておりま

す。 

         その下の黒ポツ、産地プロモーションということで、伝統野菜等のパンフ、

それからポスターの作成ということで、西部農林課の部分も含めまして、

かなり伝統野菜というものが松本市にありますけれども、それを一覧化し

たパンフレットの作成、それからかねてから議会の中でもよくご質問いた

だいておりますけれども、なかなかホテルあるいはレストランに張れるよ

うなポスターがないということの中で、そういったデザイン性のあるポス

ターを作成するということで、全部で１万部ほど予定しておりますが、７

８万円かけてそういったパンフレット、ポスターのほうを作成してまいり

たいというふうに考えております。 

         次に、５番目、６次産業化支援事業費ということで、今年度１７０万円、

前年度とほぼ同額でございますけれども、事業内容のほうは、農産物の６

次産業化による高付加価値化を実現するため、インパクトのある商品開発

を促す仕組みづくりを行うものということで、これまでもこれは行ってき

た事業ですが、なかなかインパクトのある商品がなくて、そういう中で、

多少売り上げが落ちているということで、主な改正点にもありますけれど

も、松本ものづくり産業支援センター等との連携強化、これ、これまで工

業支援センターという名前でしたけれども、この４月から名前が改称され

まして、ものづくり産業支援センターということで、工業支援センターの

時代も、割と製品の部品ですとか、そういった部分に力を入れていたんで

すけれども、これからはものづくりという中で、こういう食品加工につい

ても力を入れていくという中で、ここでお互いに、言葉としては農商工連

携という言葉が前からありますけれども、そこに力を入れながら、こうい

った商工業者のそういった考えも含めながら、６次産業化を進めていきた

いという考えでございます。 

         また、次に審査会方式による採択方式の導入ということで、先ほどの、な

かなか６次産業化も、インパクトのある商品ができないという中で、これ

まで早い者順で受け付けておりましたけれども、きちん一定の線を踏みな

がら、審査会というものを立ち上げて、その中でご意見をいただきながら、

よりいい商品開発につながるようにということで設定しております。 

         この関係で、商品開発についてのこれで上限が５０万円という補助金でし

たけれども、それを倍にしまして、１００万円まで認めると。そういった
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中で、インパクトのある商品を開発していきたいという考えでございます。 

         農政課分につきましては以上でございます。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         次に、矢島耕地林務課長、お願いします。 

 

矢島（耕地林務課） それでは、耕地林務課の関係をご説明いたします。 

         まず、２番の推進施策の（２）番、森林整備の推進と地域材の有効活用の

促進ということで掲げてあります。 

         森林の多面的機能を発揮するために、整備・保全と並行して、今度は地域

産材・間伐材の販路の拡大に取り組んで、この豊かな森林を次世代に引き

継いでいこうということで考えてございます。 

         続いて、個別事業ですけれども、３番の２、カラマツ材販路拡大事業費で

すが、２０６万円計上してございます。伐期を迎えたカラマツに高い付加

価値をつけて、森林所有者と生産者の収益増加を図って、林業発展を目指

すということで、来年度新規に個人住宅への補助金の創設を行います。２

０万円以上のカラマツ材を見えるところに使った場合に、１件当たり１０

万円補助しようということで、それについて２００万円を新規に計上いた

しました。 

         続いて、右のほうへ行きまして、大きな（４）番、その他事業なんですけ

れども、８番、松くい虫対策事業費ということで、トータルでは１億５，

７０１万円を計上してございます。 

         松くい虫の被害が蔓延する中で、松枯れ被害の蔓延を防ぐために、伐倒駆

除、薬剤散布及び更新伐等、いろいろな施策を組み合わせしながら、何と

かこの松くい虫被害の蔓延を防いでいこうということで計上してございま

す。 

         続いて、９番、多面的機能、これは西部農林と一緒なんですけれども、多

面的機能支払交付金事業費ということで、この事業は西部農林課分、来年

度予算約２億６，０００万円を予定してあります。平成２９年度現在、対

象面積約４，０００ヘクタール、活動している組織は５２組織です。 

         この事業は、農業・農村が有する国土保全、水源の涵養、景観形成等多面

的機能の維持・増進を図るために、農業者等が共同して取り組む地域活動

や地域資源の質的向上を図るための活動に対して支援をするものです。 

         以上で耕地林務課分の説明を終わります。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         続いて、西部農林課の石川課長、お願いします。 

 

石川（西部農林課） それでは、西部農林課分をご説明いたします。 

         番号は３番になりますけれども、直接農業のほうに関係ございませんが、

林道奈川安曇線、いわゆるスーパー林道といわれるＢ線ですけれども、こ

ちらにある蛭窪トンネルの背面に空洞が確認されたことから、突発的な天
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井崩落を防ぐために、その空洞にウレタンなどを注入して空洞を防ぐとい

うような工事を実施するものでございます。これにつきましては、３年間

の予定で工事を行う予定です。 

         次に、番号で言いますと６番になります。先ほどの農政課と同様、ブラン

ド化事業に取り組んでおりまして、まずは奈川産食材ブランド化推進事業

といたしまして、本年度は５４８万円の予算になってございます。昨年に

比べまして８９万円減となっておりますけれども、こちらは成分分析を昨

年行いましたが、ことしは去年で終了ということで、成分分析は行わない

ために減になったものです。 

         内容につきましては、事業内容に書いてございますが、奈川産食材、主に

奈川の在来ソバ、それからエゴマなどのブランド化を図り、奈川地域の地

域振興を推進するものでございます。 

         昨年、品質を調査いたしましたところ、奈川の在来ソバですけれども、他

産地のものに比べますと、たんぱく質の量が非常に豊富であるということ

で、これは高品質、たんぱく質が多いと高品質のソバと言われております

ので、他品種が大体１３％程度のたんぱく質があり得る数値ですが、奈川

地区のものは１８．５ということで、非常に上級なソバということが確認

されましたので、いよいよ本年度はソバの生産拡大を図りながら、消費拡

大に取り組むために、需要を開くＰＲをしていくというものでございます。 

         あと、エゴマに関しましても、非常に上質なエゴマということが確認され

ましたので、新しい商品の開発などをして、消費拡大に取り組んでいくと

いうものでございます。 

         次に、７番になりますが、特産品ブランド化推進事業ということで、主に

安曇、奈川地区の伝統野菜を中心にブランド化を進めまして、この奈川や、

あるいは安曇に来ていただかなければ食べられない非常に貴重な品種であ

るということをＰＲして、ぜひ観光誘客にもつなげていきたいというもの

でございます。 

         具体的には、保平蕪や稲核菜、番所きゅうりというのは信州の伝統野菜に

指定されておりますので、そのブランド価値を高めるとともに、ガニ豆と

いう乗鞍高原特産の豆も非常に希少であるということがわかりましたので、

その希少性を生かして、いろいろな食材を開発し、こちらのほうに来て食

べていただくというような仕掛けをつくっていくものでございます。 

         具体的な事業内容としますと、おもてなし料理のメニューの提案とか、Ｐ

Ｒイベントなどを開催していくということで、昨年と同様５３万円の予算

となっております。 

         以上になりますけれども、ちょっと最後、個人的なことで申しわけござい

ませんが、４月の人事異動で、この４月１日から文化振興課に異動になり

ますが、２年間大変お世話になりました。ありがとうございました。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         中村農政課長、それから矢島耕地林務課長、それから石川西部農林課長か
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ら３０年度の農林部の予算のポイントについて今、お話があったわけであ

りますが、このことに対しまして委員の皆様から質問、意見ありましたら、

お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 

         課長の皆様、本日は大変お忙しい中、農業委員会にご出席いただきまして、

ありがとうございました。 

         続きまして、報告事項３、平成２９年度第４回農業経営改善計画の審査結

果について、農政課の説明をお願いいたします。 

 

大塚（農政課）  それでは、報告事項３ということで、１２ページ、１３ページをごらんい

ただきたいと思います。 

         農政課、大塚と申します。 

         平成２９年度第４回農業経営改善計画の審査結果について。 

         本年度第４回、最終になりますけれども、農業経営改善計画の審査結果に

ついて報告をするものでございます。 

         制度の概要は、根拠法令、農業経営基盤強化促進法並びに同法施行規則に

基づき、松本市長が認定するものです。 

         認定基準は、こちらに記載のとおりとなっております。 

         今回の農業経営改善計画認定者になりますが、新規は１４件、そのうち、

こちらに記載のとおり、島立の濵さん、和田の百瀬さん、９番、関さん、

今井の関さん、１０番、今井の大瀧さんにつきましては、２月１５日に行

われました家族経営協定の合同調印式にて協定を結ばれまして、今回共同

申請の申請となっております。 

         再認定につきましても、同じく１４件、こちら認定をされておりまして、

全２８件につきましては、３月１６日に行われました第４回農業支援セン

ター経営改善指導班会議において全件が承認されたものをご報告いたしま

す。 

         以上です。 

 

議  長     ただいまの説明につきまして質問、意見ありましたら、お願いをいたしま

す。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 
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         次に、報告事項４、青年等就農計画認定事務の変更について、農政課の説

明をお願いいたします。 

         岩垂主事。 

 

岩垂（農政課）  農政課担い手担当、岩垂と申します。よろしくお願いいたします。 

         それでは、着座にて失礼させていただきます。 

         報告事項４、青年等就農計画の認定事務の変更につきまして説明いたしま

す。 

         青年等就農計画の認定事務については、国のガイドラインに基づき、審査

方法の簡素化及び認定期間の短縮が求められております。平成２９年１月

に認定農業者の認定事務の変更を行いましたが、本件も同様に変更を行う

ものになります。 

         ３の現在の認定方法のフロー図をごらんください。 

         青年等就農計画の認定については、市町村が実施するものとされ、第三者

組織から客観的な立場から意見を求めることが適当とあります。 

         本市では、第三者機関である松本市農業支援センター指導班会議において

意見聴取を実施し、農業委員会農業振興部会へ協議案件として提出をし、

承認を得た上で認定農業者の認定を行っておりました。 

         今後の方法につきまして、（６）のフローをごらんください。 

         認定農業者の認定における意見聴取は指導班会議のみとし、農業委員会は

認定者の地区及び氏名を報告します。 

         意見聴取方法は、指導班会議委員への資料送付で実施することとします。 

         また、農業委員の皆さんにおかれましては、認定後の農業次世代人材投資

事業に係るサポート委員として、青年等就農計画達成に向けてご指導をお

願いいたします。 

         今後の変更時期につきましては、平成３０年６月開催の経営改善指導班会

議より運営を予定しております。 

         最後に私ごとではございますが、４月１日の人事異動をもちまして白板地

区公民館へ異動となりました。３年間新規就農の担当をいたしまして、委

員の皆様には大変お世話になりました。ありがとうございます。 

         以上になります。 

 

議  長     青年等就農計画の認定の事務の変更について、岩垂主事から今、話があっ

たんでありますが、これに対しまして質問、意見ありましたら、お願いい

たします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 

         それでは、最初に戻りまして、協議事項１から進めてまいります。 
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         平成３０年度松本市農業委員会業務計画について、事務局の説明をお願い

いたします。 

         板花補佐、お願いします。 

 

板花局長補佐   それでは、資料の１ページから進めてまいります。 

         着座にて失礼をいたします。 

         協議事項１の平成３０年度松本市農業委員会業務計画についてご説明を申

し上げます。 

         ３０年度は、新体制への移行がありまして、細部については読めない部分

がかなり多いわけでございます。したがいまして、大方針としてご理解を

いただければと思います。 

         文章ばかりで大変恐縮ではございますが、おつき合いいただければと思い

ます。 

         考え方として、やはり制度の転換点にございますので、例年にとらわれず、

かなり踏み込んで中身については見直したつもりでございますので、ご審

議のほどよろしくお願いします。 

         それでは、２ページ以降になります。 

         この案につきましては、第１が基本方針、導入部でございます。それから、

第２が業務の展開というふうに組み立てました。第２部の業務の展開につ

いては、まず１番の組織の活性化と効率的な運営、それから２番が４ペー

ジからでございますが、個別業務の実施という形で組み立っております。 

         まず、第１の業務方針でございます。 

         こちら、リード文になりますけれども、系統組織である県農業会議の業務

計画なども参考に、この文章はつくってございます。 

         １行目から１０行目につきましては、国内外の農業情勢の説明をしており

ます。一般的に言われていることでございますが、担い手の高齢化とか、

耕作放棄地の問題ですとか、外国との関係でいきますと、日欧ＥＰＡの関

係、それからＴＰＰ１１の関係、こんなことに触れておりますし、政府の

動き、農業競争力強化プロジェクト等の今国会提出の動きにも触れており

ます。 

         １１行目以降については、松本市農業委員会の基本的なスタンスというこ

とでまとめました。つまり、松本市農業委員会では、このような情勢を踏

まえまして、活動をさらに強化、農地法など関係法令の適正な運用を基本

に、担い手への農地の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、多様な

担い手の育成・確保に努め、農業振興並びに農村の活力向上に取り組んで

いくと。 

         また、農業者の公的代表組織として地域の実態把握に努め、関係機関、団

体との連携を深めながら農政活動を展開、そしていよいよ、８月に迫った

新体制への円滑な移行、事務の適正な執行に努めるということでございま

す。 

         第２、業務の展開でございます。 

         組織の活性化、効率的な運営という中で、（１）は各種会議の開催という
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ことでございます。会議については、一通りここで触れております。 

         アの部分、しっかり位置づけさせていただきますけれども、総会（協議

会）前の予備協議ということで、地区ごとにしっかりと中身について議案

書等をもとに目を通していただいて、予備協議のもと、今度新体制になり

ますと、農業委員が総会に出てくるということでございますので、地区の

意見を集約の上、出てきていただくというふうな考え方でございます。 

         あと、イ、ウ、エ、オ、カ、キとありますけれども、旧体制で終わるもの、

それから新体制移行後のもの等、いろいろと仕分けがございますが、ごら

んのとおりでございます。 

         続きまして、３ページ、（２）研修機会の提供ということでございます。 

         委員と職員の適正な業務執行を図るため、各種研修会を企画、また系統機

関の研修会にも積極的に参加ということでございまして、本農業委員会の

研修会とすれば、新体制移行時、農業委員、推進委員着任時の全体研修会、

それから農地パトロールを実施する前にしっかりと研修を行う。それから、

先進地国内研修、１泊２日、１１月予定でございます。あと、県の農業会

議の研修会ということで、それぞれ計画がありますので、積極的に参加す

るということでございます。 

         （３）委員会体制の充実ということで、こちらの考え方ですね。２月の委

員協議会で新体制検討委員会で取りまとめた結果として協議をして、了承

を得ておりますけれども、農業振興委員会というもの、それから情報研修

委員会というものを設けるということで、農業振興委員会は意見書を中心

に検討すると。ただ、臨時的な事業として、３０年度はまずは最適化指針

の策定というところがございます。情報研修委員会は、農業委員会だより、

こちらを核に据えまして、国内視察研修とかイベント等、どういうことを

やるかということを含めて検討していただく委員会と、こういう位置づけ

でございます。 

         （４）ブロック活動の充実でございます。こちらも２月の委員協議会で協

議させていただいた内容でございます。４つのブロックに再編するという

ことでございますが、これ、考え方ですが、地区の単独では実施しがたい

活動、ブロックでまとまって協力したほうが効果的な事業、さらにブロッ

クで共有できる課題等について、具体的な活動をするため、「１ブロック

一活動」を展開したいということでございますが、押しつけはいたしませ

ん。ブロックの自主的な活動と位置づけて、押しつけはしないということ

で、できる範囲でという考え方でございます。 

         ４ページへ行きまして、差し当たって３０年度は、新体制移行が８月でご

ざいますので、３０年度の次の３１年度に向けた活動を検討していただけ

ればということで、それぞれのブロックでどのようなことをやるかという

ふうなことをご検討いただければという考えでございます。 

         ４ページの２番、個別業務の実施ということでご説明を申し上げます。 

         （１）法令業務の適正な執行ということで、基本は農地法の３、４、５条

の適正執行、あるいは基盤法の関係の公正かつ適正な執行ということが基

本になります。ア、イ、ウ、エとあります。 



11 

         それから、エの関係、農地所有適格法人からの事業状況の報告、要件等の

確認、指導というようなことも含めて、法令業務の適正な執行ということ

でしていきます。 

         （２）、こちら、やはりこちら、法の改正で新たに位置づけたものでござ

いますが、こちら、農業委員会法で義務化されてまいりました農地利用の

最適化の推進ということで、このたび県下の農業委員会で４月からスター

トしますけれども、組織決定もされました「地域農業を考え、農地利用の

最適化を進める長野県運動」という運動に一緒になって、歩調を合わせて

取り組んでいくということで、この案の段階のものは１月の農業委員会で

もご提示して、ご説明をして、ご検討をいただいたところでございます。 

         中身的には、ア、イ、ウ、エ、オと分かれますけれども、具体的なものと

しては、まずアの遊休農地の発生防止・解消に向けた取り組みという中で、

（ア）経常的な農地パトロールの実施ということで、経常的という中で、

月１日、農地パトロール推進日を設定したいと。農業委員と推進委員が担

当区域内の農地の状況を計画的に確認していただければと。例えば、今の

ところの考えですと、パトロールにちなんで、８日とか６日というような

日に一斉農地パトロール推進日と位置づけまして、各委員が無理をしない

程度に月１日ですが、都合のつく時間帯で都合のつく範囲内で担当区域の

農地の状況を計画的に確認していただくと。全部確認しろということじゃ

なくて、自分が担当する区域の今月はここだけ見よう、来月はこっちを見

ようというようなそんな形で結構ですので、一度に全部見るということじ

ゃなくて、計画性を持って、最終的にその任期の中で全農地をくまなく確

認できるような考え方で、そのぐらいの考え方でいいかと思いますけれど

も、とにかく担当区域の全農地は必ず任期期間中に必ず１回は見ていただ

くというふうな、その程度の考え方を持っていますけれども、月１回は確

認しようということでございます。 

         （イ）については、利用状況調査、それから利用意向調査、これは今まで

やってきたものでございます。ただ、利用状況調査、本年度は新体制移行

の関係が８月にありますので、やはり利用状況調査、７月、８月にやって

いるものを１カ月前倒ししたいと考えています。つまり６月、７月の２カ

月で利用状況調査、昨年と同じような調査をやっていきたいという考えを

持っております。 

         それから、（ウ）が山林化が著しい農地の非農地化ということでございま

す。 

         イとしまして、担い手への農地の集積・集約化に向けた取り組みというこ

とで、こちらはなかなか具体的にどうやって進めるかというのは、また新

体制移行も含めた課題にはなってきますけれども、文章として書くと、こ

んなような形になるかなと。ＪＡとの連携とか地域の集会、戸別訪問、そ

の他の手段による農地の出し手情報の積極的な把握と収集と、文章で書け

ばこんなようなことになるんですが、なかなか言うは簡単なんですが、行

うはかたしということかとは思いますけれども、担い手農家とのマッチン

グ、あるいは中間管理事業への誘導、土地改良事業との連携というふうな
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ことが重要かということでございます。 

         ウとして、新規参入の促進に向けた取り組みということで、先ほど農政課、

岩垂主事からもありましたが、農業委員さんの活動として、国の補助事業、

農業次世代人材投資事業ですね、１５０万円の交付金、５年間にわたって

新規参入者にというような事業ですが、そこら辺の農地分野におけるサポ

ート委員というところで、営農活動へ協力していただきたいなというとこ

ろでございます。 

         ５ページへ移りまして、（ウ）農地の遊休化を抑制し新規参入を促進する

観点からの農地法の３条２項５号の下限面積（別段面積）の修正、そんな

ようなことは不断の見直しということでございますし、先ほど出てきた、

エのところですが、指針の策定というのがまず出てきます。 

         それから、オとしまして、農地利用最適化交付金というようなことで、だ

んだん情勢が変化してまいりまして、国の締めつけも結構強くなってきて

いるという中で、最適化交付金、何かいい形で活用できるかどうかという

ふうなことも、また課題として検討していかなければいけないという考え

でございます。 

         （３）農政活動の推進ということで、こちら、意見書の関係が主になりま

すけれども、意見書は先月も協議させていただいたとおり、新体制移行の

関係もございます。３０年度は１月提出、３月に懇談会実施という方向で

行く予定でございます。 

         （４）農業振興活動の推進ということで、こちら、アのところは、毎年１

月の総会で地域の自主性を踏まえた賃借料情報を提供しているということ

で、農業委員会で決定いただいた上で公表しているということでございま

す。 

         あと、イとかウとかあります。ウについては、ＮＯＳＡＩ長野さんもお招

きして、収入保険制度について勉強、先月ですか、したところでございま

す。 

         （５）農業者年金活動の推進というところで、本年度の目標も達成したと

ころでございますが、有利な制度ということを理解しながら、さらに農業

者の福祉向上のため、制度を普及拡大させたいということでございます。 

         ６番目、情報活動の推進ということで、農業委員会活動の見える化の推進

というようなこと、それから６ページに行きまして、広報体制を充実して

いきたいということで、一通りのことをリストアップして挙げております。 

         以上、大方針として、新体制移行も見据えた中で、ちょっと細かなところ、

まだ示せない部分は多々ありますけれども、大まかな方針として、こんな

活動を３０年度はしていきたいということで計画案をご提示しましたので、

よろしくお願いいたします。 

 

議  長     平成３０年度の松本市農業委員会の業務計画について、今、板花補佐から

説明があったわけでありますが、ただいまから質疑を行います。 

         発言のある方の挙手をお願いをいたします。業務計画について。 
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［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようであります。 

         本件につきまして、ご賛成の方は挙手をお願いをいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ありがとうございます。 

         全員賛成ですので、本件は了承をされました。 

         ３０年度につきましては、本業務計画を大方針として進めてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

         続きまして、報告事項に移ります。 

         報告事項２、平成３０年度の松本市一般会計予算（農業委員会関係）につ

いて、事務局の説明をお願いいたします。 

         小西補佐。 

 

小西局長補佐   それでは、資料１０ページ、平成３０年度松本市一般会計予算（農業委員

会関係）についてご説明いたします。 

         着座にて失礼いたします。 

         それでは、平成３０年度松本市一般会計予算中、農業委員会関係予算につ

いて、その概要を報告いたします。 

         資料の２、予算の概要です。 

         農業委員会費は、前年比２６０万円の減で、３，５２０万円となっており

ます。内容につきましては、昨年と比較いたしまして増減のあるものにつ

いて説明いたします。 

         まず、説明欄の１つ目の白丸、人件費ですが、２３３万円の減です。これ

は、来年度８月９日から新体制へ移行するに当たりまして、現在の農業委

員の４８人の体制から農業委員２６名、推進委員１８名の計４４名に減少

すること等によるものです。 

         次の白丸、農業委員会活動費ですが、全体で２５万円の減です。内容です

が、黒ポツ、事務費等のすぐ下の報償費１５万円の減です。これは、来年

度新体制移行のため、今年度開催したシンポジウムは行わないこととし、

講師等の謝礼の費用が減となったものです。また、新体制移行に伴いまし

て、委員候補者選考委員会委員報償費を新たに計上してあります。 

         その下の費用弁償は２８万円の減ですが、これは先ほどの人件費と同様、

新体制移行により委員数の減によるものです。 

         その下の旅費飛ばしまして、消耗品は１８万円の増ですが、これは新体制

移行後の新委員の手帳や業務必携等の臨時費用となっております。 

         下から２番目の印刷費６万円の増です。これは、ハイランド農協より、農

業委員会だよりの配付数を今までの農家組合員のみから準組合員にも拡大

して配付してほしいとの要望がありましたので、印刷部数をふやしたこと

によるものです。 
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         一番下の借上料は、見積もりにより５万円の減となっております。 

         ３つ目の白丸、農業者年金事務費ですが、全体で５万円の減です。これは、

１つ目の黒ポツ、事務費等の報償費が実績により５万円の減となったもの

です。 

         続きまして、１１ページに移ります。 

         １つ目の白丸、農業委員会事務局費は全体で３万円の減です。これは、２

つ目の黒ポツ、委託料、これは議事録の作成委託料が実績により３万円の

減となったものです。 

         続きまして、（２）の農業構造改善事業費は、前年比１２万円の減で、１

８１万円です。 

         白丸の農地銀行活動促進事業費、１つ目の黒ポツ、事務費の上から２番目、

修繕料ですが、１３万円の減です。これは、現在、農地地図情報のシステ

ムのプリンターを廃棄しまして、新年度リースで新規導入し、保守契約の

ため、修繕料は皆減となっております。 

         その下の郵送料は２万円の減です。これは、遊休農地所有者等の利用意向

調査の通知数が遊休農地の解消により減ってきたため、減となったためで

す。 

         一番下の借上料は３万円の増ですが、これは先ほど修繕料で説明いたしま

したとおり、新規でプリンターのリースを５年契約で開始するもののリー

ス料となっております。 

         その下の黒ポツ、委託料は増減なしです。農地流動化推進事業と保守管理

で７万円の減、７万円の増と表示ありますけれども、これは大型インクジ

ェックプリンターの保守費用を農地流動化事業から移しまして、タブレッ

ト型農地地図情報システムの保守管理と一緒にして、全体の予算としては

増減はありません。 

         説明は以上です。 

 

議  長     平成３０年度の松本市の農業委員会の関係の予算について、今、説明があ

ったわけでありますが、このことに対しまして質問、意見ありましたら、

お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 

         続きまして、報告事項５、平成２９年度違反転用への適正な対応に係る実

施報告について、事務局の説明をお願いいたします。 

         齋藤係長。 

 

齋藤担当係長   それでは、１５ページをお願いします。 

         本年度の違反転用の実績といいますか、報告をさせていただきます。 
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         ２番の実施状況でございます。 

         ６月の委員協議会におきまして、今年度実施方針を確認したところでござ

います。 

         （２）番、７月から８月、利用状況調査、各地区で行っていただきまして、

違反転用地の現況、新規案件の把握もあわせて行っていただいたところで

ございます。 

         （３）番です。９月から１２月でございます。是正指導の実施及び新規案

件の調査を事務局を中心にさせていただきました。 

         （４）番、１から２月です。新規案件及び再指導が必要と判断した案件の

確定、指導を検討しました。 

         （５）番、３月、是正通知の発送ということで、直接指導が困難な案件等

につきまして、事務局から違反転用を是正してくださいという旨の通知を

３月に入った早々で出してございます。 

         もうすぐに事務局のほうへこういった形で是正するというような案件も

多々ございます。きょうも何件か来ておりますので、引き続きこれは是正

指導を行っていきたいと考えております。 

         ３番の違反転用の推移でございます。 

         表をごらんください。全体、昨年度約３町歩で、今年度約３町歩ふえて６

町歩というようなことで、約倍、今年度の調査でなったところでございま

す。 

         ページめくっていただくと、１６ページに各地区の違反転用の状況を載せ

てございます。 

         表の②番、新規把握というところが今年度新たに違反転用ということで、

こちらのほうで指定させていただいた３町歩でございますので、各地区そ

れぞれご確認をしていただければと思います。 

         ページ戻ります。 

         ５番の今後の予定でございます。 

         違反転用が解消されない案件につきましては、引き続き県と協力しながら、

事務局中心に指導等対応を進めていきたいと考えております。 

         （２）番、本日、委員総会におきまして、本件について報告をさせていた

だきました。 

         ここに記載ないんですけれども、違反転用といいますか、それぞれ小さい

農業用倉庫だとか、ハウスの中に入れてあるそういうものまでここに載せ

てはございません。そういうものを載せると、大変もうきりがないわけで

ございます。ですので、あくまでもこちらへ違反転用ということで指定し

たものについては、本当に悪質といいますか、大きく資材置き場にしてい

るだとか、こちらの指導も全く聞いていただけないと言うようなものが主

でございます。 

         ですので、各地区で例えば農業用ハウスに機械が入ったりだとか、小さい

簡易なものがある場合については、特に違反転用じゃなくて、農業に必要

なものということでこちらのほう判断しておりますが、農地法の手続によ

って何か申請なり許可を得る場合については、その簡易的なものも是正し
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てもらうというようなことになりますので、その辺をもし聞かれたら、そ

のようなことで農家の方にお伝えしていただければと思います。 

         余り細かいことについては指導しませんが、農地法の手続を例えばとる場

合については、是正していただきますというようなことでいいかと思いま

すので、よろしくお願いします。 

         以上でございます。 

 

議  長     ２９年度の違反転用への適正な対応に係る実施報告について、今、齋藤係

長から説明があったわけでありますが、このことに対しまして質問、意見

ありましたら、お願いいたします。 

         栁澤委員。 

 

栁澤委員     １６ページにそれぞれ地区ごとの内容は示していただいておりますが、具

体的な内容は各地区へはあれですか。明細といいますか、番地だの、その

名義だの、そういうことは。 

 

議  長     齋藤係長。 

 

齋藤担当係長   今現在、３月は事務局で個々に通知を出させていただきました。これでど

ういった経過、例えば是正計画書を出すようにということでお願いしてい

ますので、今後全くもうその通知で動きがないような場合につきましては、

また各地区の委員さんに現場だとか情報をおろしながら、一緒に是正の指

導をしていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

議  長     いいですか。 

 

栁澤委員     いつごろ具体的には…… 

 

齋藤担当係長   いつごろといいますか、今現在、ぱらぱらと窓口なりに来ているんです。

ですので、来年度の利用状況調査前にもう一度整理して、各地区にお渡し

できればなと考えています。 

         恐らく、今こちらのほうへ来ていただいている方は、本当に特に今後、例

えば時間かかってもきれいにしていただける方かと思います。一番は、か

なり前からやられている、ちょっと悪質と言っちゃいけないんですけれど

も、お得意様のほうについては、今後ちょっとどういったことにしていく

か、また各地区の状況といいますか、事情に応じて個々でやっていきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 

議  長     いいですか。 

 

栁澤委員     はい。 
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議  長     ほかにどうですか。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 

         次に、報告事項６、平成２９年度農業者年金の加入推進結果について、事

務局の説明をお願いいたします。 

         小西補佐。 

 

小西局長補佐   それでは、資料１７ページ、報告事項６、平成２９年度農業者年金の加入

推進結果について報告いたします。 

         着座にて失礼いたします。 

         １１月から２月までを加入推進強化期間と定めまして推進を図っていただ

きました農業者年金の加入推進結果について報告いたします。 

         昨年度から新規加入者後期２カ年運動として、目標を定めまして取り組ん

でまいりました。ことしはその２カ年目ということで、目標達成に向けて

取り組んでいただきましたが、その結果についてご報告いたしますので、

表をごらんください。 

         ２カ年運動の基金の定めた目標数は、表の上の太枠の中です。２０から３

９歳が９人、４０歳から５９歳８人、計１７人の目標に対しまして、２０

から３９歳の方は、昨年６人、ことし６人で計１２人、４０歳から５９歳

の方は、昨年９人、ことし４人の１３人で加入をいただきまして、合計で

２５人新規加入者となりました。おかげさまで目標よりも８人多く加入し

ていただくことができました。また、本市独自の目標２２人も達成するこ

とができました。 

         続きまして、次のページに地区別の表がありますので、おめくりください。 

         ２９年度の実績ですが、里山辺地区３名、今井地区３名、梓川地区３名、

波田地区１名、計１０名の加入をいただきました。 

         皆様の推進活動のおかげで無事に目標を達成することができました。ご協

力ありがとうございました。 

         以上です。 

 

議  長     ただいま年金の加入推進結果について報告があったわけでありますが、こ

のことに対しまして質問、意見ありましたら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 
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         なお、皆様のおかげをもちまして、目標を上回る加入実績を得ることがで

きました。委員各位のご努力に感謝を申し上げます。 

         農業者年金の加入推進につきましては、農業者に大変有利な制度になって

おりますので、引き続き協力のほどお願いいたします。 

         先般、常設審議委員会で、長野県ももちろん目標をクリアいたしましたが、

全国で第３位、推進結果だと。１位は北海道で、２位は、どういうわけだ

か知りませんが、長崎県が２位だと。３位が長野県というふうなことでご

ざいまして、非常に長野県の年金に対しまして、本当にそれぞれの委員の

皆様が力を入れていただいているというふうなことでございまして、本部

からお礼の言葉がございました。 

         次に、報告事項７でございますが、農業委員会だより、先ほど言いました

が、全国コンクールにおける入賞について、事務局の説明をお願いいたし

ます。 

         小西補佐。 

 

小西局長補佐   続きまして、資料１９ページ、報告事項７、「農業委員会だより」全国コ

ンクールにおける入賞についてでございます。 

         着座にて失礼します。 

         先ほど会長からのお話がありましたとおり、全国農業会議所会長から第２

４回「農業委員会だより」全国コンクール入賞決定並びに全国表彰式の開

催について通知がありましたので、その対応について報告いたします。 

         ２の入賞結果ですが、全国から３６点の応募があった中で、その中で最優

秀賞１点、優秀賞２点、全国農業新聞特別賞の６点の賞がございますけれ

ども、そのうちの優秀賞をいただくことができました。 

         ３の表彰式ですけれども、４月１２日木曜日、午後１時から、東京の椿山

荘で行われます。こちら、新聞のほうの表彰と一緒に行われる予定です。 

         ４の通知及び開催要領は別添のとおりとなっておりますので、またごらん

ください。 

         ５の表彰式の出席者ですが、農業委員会だより編集委員長、百瀬貞雄委員

に出席していただくことといたします。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         今、事務局から説明がありましたように、優秀賞でございまして、全国２

位ということで、４月１２日に編集委員長の百瀬貞雄さんが表彰式に臨ん

でいただくというようなことでございます。 

         これに対しまして何か皆さんから意見ありましたら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お
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きいただきたいと思います。 

         農業委員会の業務を外に向かって発信することの重要性を改めて認識をし

たところでありますが、編集委員を中心に、内容の充実した広報紙の編集

に努めていただきました。その結果ということで、大変皆様に感謝を申し

上げます。 

         なお、１２日は、農業新聞の広報の表彰もございまして、先月来言われて

おりますように、古沢代理が個人で全国第１位ということでございまして、

長野県は松本の頑張りによりまして、新潟を抜いて全国第１位でございま

すし、それから市では、それぞれの農業委員会といたしましては、部数は

松本市のほうが上回っているわけでありますが、継続してとるというふう

なことで、熊本が１位で松本が２位でございまして、本当に年金といい、

それぞれ新聞といい、松本は農業委員の皆様に本当に頑張っていただきま

して、大変私も農業会議へ行って大きな顔をしていられるわけでありまし

て、感謝申し上げます。 

         続いて、報告事項８、３月農業振興部会における懇談予定について、事務

局の説明をお願いをします。 

         板花補佐。 

 

板花局長補佐   ２４ページ、２５ページをお開きください。 

         ３月の農業振興部会、この後ですけれども、今月の懇談予定について報告

をいたします。 

         １０月以降、１１月からですが、市長意見書の個別事項について、農林部

と懇談を進めてまいりました。今月は、鳥獣害防止対策について取り上げ

ることといたします。 

         懇談のポイントということで、別紙２５ページのとおり整理をしましたの

で、これに基づき懇談をしたらどうかということでございます。 

         本日、先ほども出席されました西部農林課長さんと担当の係長といいます

か、補佐、ご出席ということでございます。 

         懇談に当たりまして、特別に確認したいこととか意見がありましたら、全

体の中で意見をいただきたいということで、２５ページ、懇談のポイント

を３つ挙げてあります。これは市長意見書に基づいてポイントをつくった

ということでございます。 

         １番、捕獲対策の強化ということで、なかなか鳥については実績が上がら

ないという中で、この実績を上げるために、計画が絵にかいた計画で、実

績が伴わないという中で、具体的にどうすればいいか。１つには、行政区

域を超えた合同捕獲というようなことで、新聞情報では、山形と今井のほ

うで挟み撃ち作戦というようなことをやったということがありました。 

         それから、（２）農業者の自衛対策ということで、みずから対策をとるこ

とができるんですけれども、こういったことを農家のほうに情報発信して、

積極的に周知に努めているのかどうかというふうなところですね。特に、

集落等捕獲隊の設置については、梓川地区、古沢代理のおひざ元のほうで

は、新たに集落等捕獲隊を立ち上げたというような話を聞いております。
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こういったところのメリットが何かあるのかどうか、また財政的な支援が

どんなものがあるかというふうなことをまた教えていただいたり、懇談し

ていただければということでございます。 

         また、小型獣類ということで、アナグマとかハクビシンとか、そういった

もの小型のものの被害がふえているということで、みずからどういった対

策がとれるのか。 

         ２番、防護対策の強化ということで、西部地区のサル対策というふうな話

題が出ましたけれども、波田地区で何か具体的にその後動きがあったのか

どうか。また、監視センサー導入、緩衝帯整備というふうなことで、西部

地区のほうで取り組みつつあるというふうな話もあります。 

         （２）これも新聞情報ですけれども、オレンジ色のハンターベストを農家

に貸し出すと、鳥が逃げていくというふうなことがあるようでございます。

こんな取り組みができるのかどうか。 

         それから、鷹匠というようなことで話題にはなりました。公設市場での試

験とか、松本城でもやったというようなこともありました。こんなような

ことが農業現場で適用できるのかどうかですね。 

         それから、３番目、生息環境対策というようなことで、信州スカイパーク

の樹木の整理要望というのは強く出してきたわけですが、大分整理された

というような話は、この間役員会の折に上條部会長から、結構木を切り出

した、整理し出したというふうな話を聞きました。来年度に向けて予算化

もされつつあるというふうなことを耕地林務課のほうから聞いております

ので、そこら辺の説明もきょうはあるのかなというふうに思っています。 

         以上、何か聞いてみたいようなことがあれば、そういったところも酌みま

して、懇談会に反映させていきたいと考えております。 

         以上でございます。 

 

議  長     農業振興部会でこのことに対しまして懇談をするわけでありますが、農地

部会の委員の皆様でこんなことを懇談でお願いしたいというふうな意見が

ありましたら、お願いしたいと思いますが、どうですかね。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         一応、今、事務局で示したこんな内容で、１、２、３の内容で農振部会で

懇談をしてもらうということでございますので、ご承知おきをいただきた

いと思います。 

         次に、報告事項９、２月定例部会の報告についてお願いいたします。 

         振興部会には議案がありませんでしたので、報告はありません。 

         上條農地部会長から報告をお願いいたします。 

 

上條（陽）農地部会長 それでは、２６ページをごらんください。 

         ２月の定例農地部会の報告を申し上げます。 
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         ２月２７日開催の農地部会において、議案２２件につきましてそれぞれ慎

重に審査を行った結果、いずれの案件も許可、承認または決定されました。

その内容はそれぞれ記載してあるとおりでございますので、よろしくお願

いいたします。 

         また、農地法第４条及び第５条の許可、承認案件につきましては、２月２

０日に青木秀夫委員、また上條英一郎委員のお二人に、それぞれが現地を

確認しておりますので、申し添えます。 

         以上説明申し上げまして、２月の定例農地部会の報告とさせていただきま

す。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         本件につきましては、ただいまの報告のとおりでありますので、ご承知を

いただきたいと思います。 

         次に、報告事項１０、主要会務報告でございますが、資料２７ページのと

おりでありますので、ご参照をいただきたいと思います。 

         以上で報告事項は終わりました。 

         その他の項目に入ります。 

         まず、農業改良普及センターからお願いいたします。 

         では、補佐、お願いします。 

 

西嶋（松本農業改良普及センター） すみません、農業改良普及センターの西嶋でございます。

お世話になります。 

         私のほうは、松本地域の発展方向というふうなものが頭にある資料でござ

いますので、ごらんいただきたいと思います。 

         以前にも意見募集ということで、食と農業農村振興計画、第３期計画でご

ざいますけれども、３０年から５カ年の計画ということでございます。全

体像も出ておりますけれども、概要版が少しまだ間に合っておりませんの

で、松本地域の発展方向というか、松本地域の計画について、抜粋をさせ

ていただきまして持ってきたところでございます。 

         「めざす姿」としまして、ここにありますⅠの次代へつなぐ松本農業、そ

れからⅡの消費者とつながる松本の食、Ⅲとしまして、人と人がつながる

松本の農村ということで、このⅠ、Ⅱ、Ⅲに基づいてといいますか、それ

ぞれ重点取り組みという内容で記載されておりますので、ごらんいただけ

ればというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

         すみません、その次の５ページ目でございますけれども、先ごろ、３月８、

９と全国の農業青年会議の大会がございまして、松本の伊藤勝基さんが関

東甲信越ブロックの代表としまして出場をいたしまして、農業経営の土地

利用型作物部門で最優秀賞（農林水産大臣賞）をいただきまして、その結

果を３月１９日に中島副知事へ受賞報告をしたというような内容でござい

ます。 

         内容的には、グラジオラスを中心としました水稲複合経営の展開というよ

うなことで、水稲とグラジオラスを組み合わせて経営を発展させていこう
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というような内容だということでございます。 

         それから、なお、その下のほうに小さいところでありますけれども、平成

２９年度の農山漁村女性活躍表彰ということで、農林水産大臣賞に長野市

の方ですが、羽生田さんご夫妻が受賞されたというふうなことでございま

すけれども、内容的には、家族経営協定を結ばれて、一緒に経営発展のた

めに取り組んでいるというような内容であったかというふうなことでござ

います。 

         すみません、その次でございますけれども、６ページ目ですが、最近、ち

ょっと前に出た注意喚起の文書でございますが、３月１４日に出たもので

ございますが、農作業に起因します火災防止というようなことで、非常に

野焼きで、これが延焼しましたというような火事が多かったり、昨年も松

本の山辺で煙に巻き込まれた事故というようなことがございましたけれど

も、そういったことの注意喚起の文書でございますので、よろしくお願い

したいと思います。 

         それから、あとの７、８は気象表をつけてございます。まだ３月の中旬ま

でというふうなことでございますので、先ごろの大雪の関係は反映されて

おりませんけれども、３月上旬かなり雨が多かったという、その前が全然

降らなくて、急にまた降ったというような内容でありますし、大雪の関係

もございますので、３月の下旬も大目な降水量となっております。 

         それから、３月の中旬から結構気温が上がっておりまして、桜も当初は平

年並みの開花というふうな予想をされておったわけでありますが、松本で

も４月４日だったかな。松本城は４月４日くらいの開花予想というふうな

ことで、平年よりも６日程度早い開花になる見込みと。これでまた暖かけ

れば、さらに進んでくるんではないかなというふうなことが予想されてお

ります。 

         私のほうからは以上でございます。 

         それから、私ごとでございますけれども、このたびやっぱり県のほうの人

事異動の内示が出されまして、県の関係、私どもの普及センターの関係は、

２２名の職員がいるわけでありますけれども、１１名の異動というふうな

ことで、大規模な異動に、県全体では昨年よりは少ない異動だったんです

が、私どもの事務所は少し大目な異動になっておりまして、私も上伊那の

農業改良普及センターのほうに異動というふうなことで内示が出されまし

た。３年間非常に皆様にはお世話になりました。ありがとうございました。

（拍手） 

 

議  長     ありがとうございました。 

         西嶋補佐さんからは大変ですね、いろいろと説明していただきまして、あ

りがとうございました。どうもありがとうございました。ご苦労さまです。 

         次に、事務局からお願いします。 

         小西補佐。 

 

小西局長補佐   本日、農業委員活動記録簿を追加で配付してありますので、また活用して
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ください。もし足りなくなるようでしたら、お知らせいただければ、私、

送りますので、ご連絡ください。 

 

議  長     そのほかに委員の皆さんから何かありましたら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         以上で本日の予定の案件は全て終了いたしました。 

         ただいまをもちまして議長を退任をさせていただきます。ご協力どうもあ

りがとうございました。 

 

14 閉  会 

 

 

  以上この議事録が正確であることを証します。 

 

              松本市農業委員会 

 

          農業委員会会長                         

 

          議事録署名人 １６番                      

 

          議事録署名人 １７番                      
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平成３０年３月 松本市農業委員会 農地部会 議事録 

 

１ 日  時    平成３０年３月２７日（火）午後３時００分から午後４時３５分 

 

２ 場  所    第２委員会室 

 

３ 出席委員    １９人 １番 森田 大樹 

              ２番 青木 秀夫 

              ３番 上條萬壽登 

              ４番 赤羽 隆男 

              ５番 上條 陽一 

              ６番 上條英一郎 

              ７番 塩原  忠 

              ８番 太田 辰男 

              ９番 柿澤  潔 

             １０番 岡村 時則 

             １１番 伊藤 修平 

             １２番 上條  信 

             １４番 菅野 訓芳 

             １５番 上條信太郎 

             １６番 小沢 和子 

             １７番 古沢 明子 

             １８番 栁澤 元吉 

             １９番 丸山 敏郎 

             ２０番 赤羽 米子 

 

４ 欠席委員    １人 １３番 百瀬 道雄 

 

５ 部会長挨拶   上條陽一農地部会長 

 

６ 会議の成立   農業委員会等に関する法律第２２条第４項で準用する第２１条第３項に 

          より成立 

 

７ 議長就任    松本市農業委員会部会規則第３条により上條陽一農地部会長が議長に就 

          任 

 

８ 議事録署名委員の指名及び書記の任命 

          〔議事録署名委員〕  ４番 赤羽 隆男 委員 

                     ６番 上條英一郎 委員 

          〔書記〕農業委員会事務局係長 齋藤 信幸 

 

９ 議  事 
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 （１）議  案 

  （ア）農地法第３条の規定による許可申請許可の件 

      議案第１７８号～１７９号 

  （イ）農地法第４条の規定による許可申請承認の件 

      議案第１８０号～１８１号 

  （ウ）農地法第５条の規定による許可申請承認の件 

      議案第１８２号～１８５号 

  （エ）引き続き農業経営を行っている旨の証明願承認の件 

      議案第１８６号～１８９号 

  （オ）農用地利用集積計画の決定の件 

      議案第１９０号～第１９２号 

  （カ）農用地利用配分計画案の承認の件 

      議案第１９３号 

 

 （２）報告事項 

  （ア）農地法第１８条第６項の規定による合意解約通知の件 

  （イ）農地法第３条の３第１項の規定による届出の件 

  （ウ）農地法第４条の規定による届出の件 

  （エ）農地法第５条の規定による届出の件 

 

10 出席職員 農業委員会事務局     局長補佐 板花 賢治 

          〃         係  長 齋藤 信幸 

          〃         主  査 長田由紀子 

          〃           〃  大内 直樹 

          〃         技  師 阪本 考司 

       農林部農政課 担い手担当 主  事 川嶋  遥 

        〃 西部農林課農政担当 主  査 上條 裕之 

 

11 会議の概要 

議  長     それでは、早速議事に入ります。 

         議案番号第１７８号から１７９号の農地法第３条の規定による許可申請許

可の件、２件につきまして上程いたします。 

         それでは、事務局から一括説明を求めます。 

         大内主査、お願いいたします。 

 

大内主査     よろしくお願いします。 

         それでは、議案書の２ページをごらんください。 

         農地法第３条の規定による許可申請の件です。 

         議案番号第１７８号、和田にお住まいの○○○○さんが所有します和田○

○○○－○、地目、台帳・田、現況・畑、１筆、３６平米を同じく和田に

お住まいの○○○○さんが農地保全のため、売買により許可後、所有権移

転をするものです。 
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         続きまして、議案番号第１７９号、波田にお住まいの○○○○さんが所有

します波田○○○○－○、地目、台帳、現況とも田、１筆、３，４７０平

米を島内の○○○○○○○○○○○さんが農業経営規模拡大のため、売買

により許可後、所有権移転をするものです。 

         これらの件につきましては、許可要件を全て満たしていることもあわせて

申し上げます。 

         以上２件です。よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、まず最初に議案番号１７８号でございますが、地元の委員さん

の意件ということでございますので、和田でございます。赤羽代理のほう

からお願いいたします。 

 

赤羽（隆）委員  これ、○○さんの畑というか、田んぼが畑になっているわけですけれども、

３６平米、これは県道わきなんですけれども、県道をつくったときに分断

されて、残地が残りました。その後に歩道をつくると言って、また削られ

て、残ったのが３６平米で、これが○○さんの田んぼの地続きであります

んで、ほかの人が使うにも、これ、機械入れないところなんで、○○さん

に買ってもらうしかないのかなという場所ですんで、仕方ないかなと思い

ますんで、よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

らお願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１７８号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１７９号でございます。波田でございま

す。森田委員さん、地元のご意見をお願いいたします。 

 

森田委員     今、所有者が○○さんなんですけれども、現在も○○○○○さんで耕作し

ておりまして、波田内でも多く借りてつくっておりまして、別に問題はな

いかと思いますので、よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

らお願いいたします。 

 



28 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１７９号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件も原案どおり許可するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１８０号から１８１号、農地法第４条の

規定による許可申請承認の件、２件についてそれぞれ上程いたします。 

         それでは、事務局から一括説明をお願いいたします。 

         阪本技師、お願いいたします。 

 

阪本技師     それでは、議案書の３ページをお願いします。 

         農地法第４条の規定による許可申請承認の件でございます。 

         議案番号第１８０号、梓川にお住まいの○○○○さんが梓川倭○○○○－

○、地目、台帳、現況ともに田、１７９平米、１筆に農家住宅の敷地拡張

をする申請です。経営者は○○○○さん、経営面積は５万５，７１６平米

です。都計法省令第６０条証明申請中です。既存の敷地面積は８９９．１

５平米です。なお、隣接する敷地と一体利用しまして、総面積は１，０７

８．１５平米です。農振除外を平成２９年７月３１日に行っております。

農地区分につきましては、１０ヘクタール以上の一団の農地に該当します

ので、第１種農地と判断しました。立地基準については、農地法施行規則

３５条の５項、既存施設の拡張で、敷地面積が既存敷地面積の２分の１を

超えないものに該当しますので、問題ないと考えます。 

         続きまして、議案番号第１８１号、波田にお住まいの○○○○さんが波田

○○○○－○、地目、台帳、現況ともに畑、６８４平米、１筆に農家住宅

を新築する申請です。経営者は○○○○さん、経営面積は３万９，３１９

平米です。都計法省令第６０条証明申請中です。白地の農地です。農地区

分につきましては、松本市立病院と真関歯科医院から５００メートル以内

に位置しており、上下水道埋設道路であり、第３種農地となるため、原則

許可となります。 

         なお、各案件につきましては、転用目的を達成するための確実性や周辺の

営農に支障を及ぼすおそれがないことなど、一般基準の各要件を満たして

いると判断しております。 

         以上、２件、２筆、８６３平米になります。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、議案番号第１８０号でございますが、梓川でございますので、

古沢代理のほうから、地元の意見をお願いいたします。 

 

古沢委員     ○○さんのこの今度建てる場所なんですが、道路を挟みまして○○○があ
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ります。そのちょうど反対側なんですが、それで建てる場所はずっと家の

奥のほうで、ちょっと一段高くなった田んぼがあるその下側です。ビニー

ルハウスが奥の続きにあるんですが、そのところは建物を建ててから農機

具を動かすということで、そこは今、ちょっとコンバインなんかは外に出

してしまうと雨ざらしになるので、しばらく置いておくというような形に

なっておりました。ここに建てても何ら問題はないと思って見てまいりま

したので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、続きまして現地調査をしていただきました委員さんの意見をお

願いしますということで、今回は塩原忠委員と、それから太田辰男委員の

お二人でございますが、どちらか。塩原委員さん、お願いいたします。 

 

塩原委員     これ、住宅の宅地のすぐ横で、ほかの農地には影響を与えないようなので、

許可してもいいと思います。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

         はい、どうぞ。 

 

上條（英）委員  ○○さんのご住所が、申請地と大分飛んでいるように見えるんだけれども、

隣ということで良いですか。 

 

阪本技師     間違ってはございません。隣になっております。 

 

議  長     いいですか。 

 

上條（英）委員  はい。 

 

議  長     それでは、ほかにございましたら。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、集約したいと思います。 

         本件につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の挙手をお願いい

たします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号１８１号でございますが、波田でございま

す。森田委員さん、地元の意見をお願いいたします。 
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森田委員     説明にもありましたように、今の市立病院の西側のほうにありまして、そ

れからまだ西のほうへ１キロぐらい上がったところです。周りは大体住宅

に囲まれているところでして、今は写真のようにブルーベリーが植わって、

半分ばか手前のほうは伐採してありましたけれども、まだ奥のほうはブル

ーベリーの木がありましたけれども、別に何ら問題はないかと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、他の委員のさんで本件につきまして質問、ご意見等がありまし

たらお願いいたします。 

         はい、どうぞ。 

 

青木委員     すみません、これ、○○さんの住所、○○○○に住んでいらっしゃるんで

すよね。 

 

森田委員     はい、これが実家があるところで、申請地へ移るということです。 

 

青木委員     移るということですね。 

 

森田委員     はい。 

 

青木委員     そうですか。あるのにどうして建てる。そんな、いいのかなと思ったんで

すが。 

 

森田委員     そうですね。これ、ちょっと山手の場所で不便なところなので。 

 

青木委員     わかりました。 

 

議  長     いいですか。 

 

青木委員     はい。 

 

議  長     それでは、ほかにございましたら。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、、、すいませんとばしてしまいました 

         現地調査をしていただきました委員さん、では、太田委員さんお願いしま

す。すいません。 

 

太田委員     周りが住宅で、病院の近くで、第３種農地ということで、問題はないと思

いました。 

         以上です。 
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議  長     それでは、改めて、ほかにご意見がございましたら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１８１号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１８２号から１８５号でございます。農

地法第５条の規定による許可申請承認の件、４件につきまして上程いたし

ます。 

         それでは、事務局から一括説明を求めます。 

         阪本技師、お願いいたします。 

 

坂本技師     それでは、議案書の４ページをお願いします。 

         農地法第５条の規定による許可申請承認の件でございます。 

         議案番号第１８２号、和田にお住まいの○○○さんが所有します和田○○

○○－○、地目、台帳・田、現況・畑、４５０平米、１筆に寿北にお住ま

いの○○○○さんと○○○○さんが農家住宅を新築する申請です。使用貸

借権の設定を行います。都計法第２９条許可申請中です。白地の農地です。

農地区分につきましては、１０ヘクタール以上の一団の農地に該当します

ので、第１種農地と判断しました。立地基準については、農地法施行規則

第３３条４項、集落接続に該当しますので、問題ないと考えます。 

         続きまして、議案番号第１８３号、寿北にお住まいの○○○○○さんが所

有します寿北８丁目○○○○－○、地目、台帳・田、現況・畑、１３０平

米、１筆外１筆、計２筆、４１６平米に寿北にお住まいの○○○○さんが

農家住宅を新築する申請です。使用貸借権の設定を行います。経営者は○

○○○さん、経営面積は２，３９２平米です。都計法省令第６０条証明申

請中です。白地の農地です。農地区分につきましては、１０ヘクタール以

上の一団の農地に該当しますので、第１種農地と判断しました。立地基準

については、農地法施行規則第３３条４項、集落接続に該当しますので、

問題ないと考えます。 

         続きまして、議案番号第１８４号、板場にお住まいの○○○○さんが所有

します板場○○○○－○、地目、台帳、現況ともに畑、５６０平米、１筆

に小屋南にお住まいの○○○さんが一般住宅を新築する申請です。使用貸

借権の設定を行います。白地の農地です。農地区分につきましては、１０

ヘクタール以上の一団の農地に該当しますので、第１種農地と判断しまし

た。立地基準については、農地法施行規則第３３条４項、集落接続に該当
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しますので、問題ないと考えます。 

         続きまして、議案番号第１８５号、梓川にお住まいの○○○さんが所有し

ます梓川倭○○○○－○、地目、台帳・田、現況・畑、２４８平米、１筆

に塩尻市にお住まいの○○○○さんが一般住宅を新築する申請です。使用

貸借権の設定を行います。都計法第２９条許可申請中です。白地の農地で

す。農地区分につきましては、１０ヘクタール以上の一団の農地に該当し

ますので、第１種農地と判断しました。立地基準については、農地法施行

規則第３３条４項、集落接続に該当しますので、問題ないと考えます。 

         なお、各案件につきましては、転用目的を達成するための確実性や周辺の

営農に支障を及ぼすおそれがないことなど、一般基準の各要件を満たして

いると判断しております。 

         以上、４件、５筆、１，６７４平米になります。よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長     それでは、最初に議案番号第１８２号でございますので、和田でございま

す。赤羽代理から地元の意見をお願いいたします。 

 

赤羽（隆）委員  これ、写真は南東方向に撮っていますけれども、○○さんのうちが、その

左側に写っているのが○○さんのうちです。それから、右側は隣のうち、

それからこっちのほうにあるのは道路。これは市道ですね。その右側には

住宅がある。周り住宅がある中の田んぼということです、その田んぼ１枚

を分筆して、道路側の西側にうちを建てて、東側に畑とか田んぼが残るん

ですけれども、これは自分で耕作するということで、現況は、去年麦を作

付して、秋耕作して、ロータリーをかけた状態で今なっていますんで、現

況はそんな状況です。ここにうちを建てても、別に周りには影響はありま

せんから、問題ないと思いますんで、よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、現地調査をしていただきました委員さんのお二人、塩原委員さ

ん。 

 

塩原委員     住宅と道路に囲まれた本当、ぽつんとした農地なので、問題はないと思い

ます。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１８２号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 
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議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１８３号でございます。寿でございますので、上

條萬壽登委員さん、地元の意見をお願いいたします。 

 

上條（萬）委員  中山霊園からずっと寿のほうへ下ってきたところで、現状は大豆の収穫し

た後になっていますけれども、本人は相続して、多分農地は本人が耕作し

ているんですが、実家のほうはお兄さんが住んでいるもんですから、こっ

ちへ出て農家をやりたい、こういうことであります、この周りには、自分

の田んぼと住宅があるところで、うちが建たっても問題はないかなという

ふうに見ていますんで、お願いをしたいと思います。 

         以上です。 

 

議  長     それでは、現地確認をしていただきました委員さん、お願いいたします。 

 

太田委員     ここは、道沿いのところで、写真の左側の奥のほうにも家があって、そこ

に家が建っても問題はないと思うんで、仕方がないかなと思いました。 

         以上です。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         本件につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の挙手をお願いい

たします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１８１号でございます。四賀の板場でございます。

伊藤委員さん、お願いいたします。 

 

伊藤委員     場所は、県道明科線から西のほうへ上ったところです。この○○さんがお

父さんで、○さんが長男ということで、現在のお住まいが子供もできて、

手狭になったというようなことで、実家の近くへうちを建てたいというこ

とで、周りは全部○○さんの土地ということでございますので、周りへの

影響等はないと思います。 

         ただ、傾斜、この写真だと分かりずらいですが、ちょっと傾斜地で、上に

写っているのが○○さんの新宅で、左側が、本宅があるんですけれども、

ちょっと基礎にお金がかかるんじゃないかなと、こんなようなところです。

よろしくお願いいたします。 
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議  長     それでは、続きまして現地調査をしていただきました委員さん、塩原委員

さん、お願いいたします。 

 

塩原委員     これ、集落の中ですし、実家のせんぜ畑のようなところなんで、問題はな

いと思います。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１８４号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１８５号でございます。梓川でございま

す。古沢代理のほうから地元の意見をお願いいたします。 

 

古沢委員     この場所は、奥に写っている２階建ての家がお父さんの住宅でございます。

そこのところを通って、裏側、東側のほうへ出た部分が、今、赤いライン

のところです。２方向が水路と道路に面した場所でありまして、今耕作し

ている畑、その端の部分なので、住宅を建てても、何も場所的にも周辺に

も影響を及ぼすことはないと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、現地調査をしていただきました、太田委員さん、お願いいたし

ます。 

 

太田委員     今、古沢代理のご説明のとおりで、水路と道路と実家に囲まれていますん

で、周辺に影響も与えることなく、問題ないと思って見てまいりました。

よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１８５号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の
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挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１８６号から１８９号、引き続き農業経

営を行っている旨の証明願承認の件、４件につきまして上程いたします。 

         それでは、事務局から説明をお願いします。 

         大内主査、お願いいたします。 

 

大内主査     お願いします。 

         それでは、議案書の５ページをごらんください。 

         引き続き農業経営を行っている旨の証明願承認の件です。 

         議案番号第１８６号です。高宮中にお住まいの○○○○さんが高宮中○○

○－○、地目、台帳、現況ともに畑、４０２．８６平米外１筆、合計２筆、

１，０４９．８６平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成２６年６月６日から開始をして

います。 

         続きまして、議案番号第１８７号です。島立にお住まいの○○○○さんが

島立○○○○、地目、台帳、現況ともに田、３，１９０平米外１筆、合計

２筆、６，３０１平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成１４年８月１１日から開始をし

ています。 

         あわせて、この２筆の農地につきましては、特定貸付を行っています。特

定貸付期間は平成２８年７月１日から平成３０年３月２７日までです。 

         それでは、議案書の６ページをお願いします。 

         議案番号第１８８号です。水汲にお住まいの○○○○さんが岡田下岡田○

○○○－○○、地目、台帳、現況ともに畑、３７２平米外４筆、合計５筆、

１，８８６平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成１４年６月２５日から開始をし

ています。 

         議案番号第１８９号です。惣社にお住まいの○○○○さんが惣社○○○－

○、地目、台帳、現況ともに田、５３９平米外８筆、合計９筆、５，８６

９．４８平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成２３年６月２７日から開始をし

ています。 

         以上４件です。よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、議案番号第１８６号につきまして、地元の委員さんの意見をお

願いしますということでございますので、高宮でございます。青木委員さ

ん、お願いいたします。 
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青木委員     ○○さんのお宅ですが、この書類が届いたときは、ちょうど雪が降りまし

て、一面真っ白でございましたが、１日たっちゃったら解けちゃいまして、

慌てて行って見に行ってきましたが、前回のときには、これ、畑、右側の

ほうの高宮中の○○○－○のほうが現況が畑になっていますが、たしかこ

れ、田んぼになっていたはずなんですが、前回も田んぼで見て、今回も田

んぼでございました、間違いなく。ということで、畑じゃなくて、現況は

田んぼでございます。それから、左のほうは現況も台帳も畑のとおりで、

きれいに耕作されていて、残っているのはネギ苗がきれいに生えておりま

した。また言うと笑われそうなんですが、ちなみに松本一本ねぎの苗でご

ざいます。ということでございます。 

         以上です。 

 

議  長     それでは、現況が畑ではなく田んぼということです。 

 

青木委員     前回も見たときも田んぼでたしかございましたので、間違いないと思いま

すので、台帳違いかと思いますが、よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１８６号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり許可するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１８７号でございます。島立でございますので、

上條信委員さん、地元の意見をお願いいたします。 

 

上條信委員    現況の中では、２枚とも稲作が作付されておって、農業をやっているとこ

とで間違いありませんでした。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１８７号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の
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挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり許可するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１８８号でございます。岡田でございま

す。岡村委員さん、お願いいたします。 

 

岡村委員     下岡田のこの畑は、女鳥羽中学校の南４００メートルくらいなところにあ

る場所であります。今回、荒井委員さんと立ち会っているんですけれども、

わらを切り込んで耕作されておりました。野菜をつくっているということ

であります。 

         それから、この水汲のほうでございますが、ここも畑で、もう既にわらを

すき込んで起こしてありました。いずれもネギをつくったり、野菜をつく

ったりということで管理されているようでございます。問題ないと思いま

す。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１８８号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１８９号でございます。これも、岡村委

員さん、地元の意見をお願いいたします。 

 

岡村委員     ここはややこしい場所でして、○○のすぐ真西あたりにあるところなんで

すが、この○○さん、ブドウ農家で、当時４反歩ばかりのブドウをつくっ

ていたんですが、今回半分の２反歩になっちゃったというわけであります。 

         内容は、この惣社、これは土地区画整理組合に提出済みということで、こ

こは道路になっちゃうみたいなんですね。それから、○○○－○、○○○

－○、これはブドウハウスがつくってありました。○○○－○のほうは、

やっぱり南北に６メートル道路があるということで、それで土地整理組合

に提出されたということであります。それから、隣の右の○○○のほうは

ブドウ園、ハウスが建たっておりました。○○○－○も道路、○○○も道

路、ということで半分になっちゃったということですが、今、区画整理中
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でございまして、そのすぐ西側は、その掘るところなんですが、昔の遺跡

と言うんですか、それがあって、大規模に掘り起こしてありました。 

         ということで、今、ここに重機がたくさん入って、作業中であるわけでご

ざいますが、そういう場所でございますから、区画整理中ということで、

はっきりとは私ども立ち会いできませんでした。でも、内容を聞き取りで

荒井委員さんと立ち会ったんですけれども、とにかく半分になっちゃって

気の毒なところでした。 

 

議  長     今の説明によりますと、ちょっとあれですね。こういう場合はどんな報告

をしていくのか。 

         はい、どうぞ。 

 

大内主査     西村さんの説明によりますと、また換地ということで、ほかに農地を取得

するという予定で、まだちょっと確定はされてないということで、そこで

も農業をされるということで話は聞いています。 

 

岡村委員     そうでうすね。ブドウを大分植えてありました、苗を。 

 

議  長     そうすると、まだ明確にと言ってはおかしいが、不確定ということだね。 

はい、どうぞ。 

 

長田主査     すみません、こちらにつきましては、○○さんと税務署ときちんと相談を

するようにということで調整を図ってあります。実際には、この後、よく

ある土地区画整理と同じで、このもとの地番とを換地しますということで

対応しまして、それが税務署のほうに土地区画整理組合を通して連絡が行

って、それがまた今度の新しい納税猶予の対象農地となってくるかと思い

ますので、お願いいたします。 

 

議  長     それじゃ、あれだね。税務署と調整をしているということだなね。 

 

長田主査     はい、問題ないです。 

 

議  長     はい、わかりました。 

         ほかにご意見、質問等がありましたら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、この件につきましても集約しておきたいと思います。 

         それでは、議案番号第１８９号につきましても、原案どおり許可すること

に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 
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議  長     全員賛成ということで、原案どおり許可するものと決定いたします。 

         続きまして協議事項ということで、別冊の回収資料をごらんくださいとい

うことで、営農型太陽光発電施設等の下部の農地における農作物の状況報

告の件について、事務局から説明をお願いします。長田主査、お願いいた

します。 

 

長田主査     そうしましたら、机の上に置かせていただきました、営農型発電設備の下

部の農地における農作物の状況報告について、申請許可者であります○○

さんから報告がありましたので、こちらのほうを皆さんのほうにご提示し

たいと思います。 

         平成２７年１０月１６日付の農地転用許可で受けました営農型発電設備の

関係なんですけれども、今現在の状況は、上から３番目ですね。○○○、

４９５平米、現在、育成中ということで、実際の作業内容が右側に書いて

おります。 

         知見を有する者の所見ですけれども、近くに書く人がいないということで、

実は内容的には不適切な形になりますので、ちょっと後で説明をさせてい

ただきたいと思います。 

         おめくりいただきまして、追加でこちらのほうで任意の方式で３年間の営

農状況報告を簡単に出していただきました。全体的に生育不良ということ

のご報告なんですけれども、一番下のところに考えられる原因と今後の対

策ということであります。ちょっと字が読みにくいと思いますので、こち

らのほうで読み上げさせていただきたいと思います。 

         認識不足で、○○○イコール○○○で、参考書の○○○は○○○と同じと

思い、○○○を導入してしまった。○○○は○○○と比べ株の分裂が悪く、

草勢も弱く、繁殖力が弱いためと考えられる。 

         今後の対策として、枯死したわけではないので、じっくり構え、下部の大

きくなるのを見据えて管理していく。幸い周囲の○○○が繁茂し始めたの

で、あわせて生育を見守るということで報告をいただきました。 

         次のページがご本人が出した太陽光の状況です。１０月の下旬ごろに撮っ

たものだということです。 

         次のページ、おめくりください。 

         事務局のほうで３回ほど撮らせていただきました。７月の分の日陰のとこ

ろをじっくり見ていただくと、○○が生えているの、ちょっと見ずらいと

思いますので、大きいのを回しますが、コピーしたら、やっぱりきれいに

写らなかったので、すみません。 

         今回、この場でお話をいただきたいところなんですけれども、この５ペー

ジのほうを見ていただきたいんですけれども、平成２５年３月３１日付で

出された農水省の通知なんですけれども、この報告は、毎年というか、２

月末日までに報告するものとするということで、この内容が適切であるか

について、必要な知見を有する者の確認を受けるものとすると。 

         このイのところ、各農地において農作物の栽培が行われているが、その収
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穫が行われていない場合には、その行われていない理由及び同じ生育段階

にある農作物と比較した場合の生育状況について報告するということであ

るんですけれども、先ほどあったように、生育状況がよくないということ

での報告をいただいていると。 

         これに対して、先ほど知見を有する者が身近にいないということですので、

農業委員会として確認をして、確かに生育がよくないねというふうに見る

なら見るということが１点。 

         それから、今後のことについて、その他のところにあるんですけれども、

農業委員会は農地パトロール等の際に、営農型発電設備の設置に係る農地

について、定期的に農作物の状況等を確認し、営農の適切な継続が確保さ

れていないなど判断される場合には、必要な指導、助言を行うとともに、

許可権者に報告するというのがありますので、この場で具体的にちょっと

○○さんにどういう指導をしていくかということで提案をいただければい

いかなというふうに思いますので、何かいい案等ありましたら、この場で

挙げていただければと思いますので、お願いをいたします。 

         あと、６ページ以降なんですけれども、これは３年前、２７年９月当初に

出していただきました営農計画書になりますので、こちらのほうも参考に

していただければと思います。 

         以上です。 

 

議  長     ちょっと今、写真、どの辺まで回っているのか。 

         この写真を見ても、確かに○○のようなものはあるにはあるけれども、あ

れだね。ちょっとイメージと違いますね。 

         はい、どうぞ。 

 

古沢委員     私もこのソーラーパネルを設置されている場所を確認してまいりました。

それで、そのときには、ちょうどソーラーパネルの○○○○と、○○○○

が、私がこのようなものを持っていたもんですから、こういうことを調査

する者だと思い、いろいろ聞きにこられました。 

         なぜと言ったら、きちんと管理されないので、有害鳥獣の遊び場になって

しまう。それで、なおかつパネルの横がすごい荒地なんですね。すごい雑

木と草で、そこからヘビも出てくるし、動物がいっぱい出てきて、自分で

○○○のところで農作物をつくっているんだけれども、○○○○をつくろ

うが何をつくろうが、全てだめになってしまう。 

         こういうことはやっても許可をされるのか、営農でなく、まさに、売電目

的ではなかったかっておっしゃいました。 

         それで、今後こういう案件も出てくると思うんですが、これも株があるか

ら、将来これが収入につながるだろうって、このようなことを書かれてい

るんですが、あれではとてもじゃないけれども、収入につながるのかとい

う問題ではなくて、むしろ周辺の迷惑になっていくというような感じの場

所です。 

         周りの方からもとても苦情がでている状態です。 
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議  長     これ、場所的には、畑の真ん中にぽこっとあるわけ。 

 

古沢委員     そうです。あそこはいい場所で、周辺には影響がないし、なおかつそうい

う○○をつくって、生産を上げて、販売につなげていくということもあっ

たし、そういうことならば、まあいいだろうと。当時はそういう考えもあ

っていいと思ったんですが、今、いろいろな場所から営農型のパネルの申

請が出てきています。 

         それで、常任会議でも、このようなものが上げるんですが、先日のものも

反対ということで、承認されませんでした。でも、書類ができていれば、

そのときには通ってしまうので、農業委員で文句を言っても、書類さえで

きていれば通ってしまうっていう今の事務のやり方ですか、そういうこと

にも少しは問題があると思います。 

         ただ、周辺の迷惑を考えたら、こういうことも、将来的にはパネルの廃材

の山になったりとか、そういうことも考えられるし、だめなものなら撤去

させるという、こういうやり方もあってもいいのではないかって思います。 

         それで、これをきちんと営農につなげて、収入を上げて、それでなおかつ

生活をしていくという方でしたら、長い目で見るということもあるんです

が、これは近所の人の評判とか、その周りの人の意見もすごくて、私が行

ったときも、いろいろ言われちゃって、何と答えてよいのかという感じだ

ったんです。場所的にはいいと思うんですけれども。 

 

議  長     どうぞ。 

 

長田主査     今のお話であれば、やはり営農ということもあるので、きちんと下草の管

理、こちらのほうをしていただきたいというふうな指導内容を出すという

ことでよろしいですかね。 

 

古沢委員     そうですね。もっと考え方を変えて、○○○が伸びて邪魔にならないよう

にするとか、きちんとした管理をしていくような方向でやっていかないと、

何でも設置してしまえば、これでよしという形になっていっては困ると思

いますので、これから何年か猶予期間を設けて、きちんとやっていなかっ

たら、処分をするとかって、そういうこともしていかないと、こういうこ

とがこれからどんどん許可になっちゃうんではないかなって思いますから。 

         気の毒だから、続けていればいいわじゃなくて、いけないものはいけない

というふうにしていかないと、これからいろいろなものが出てくると思う

んですね。高齢化によって、農地の維持管理ができないから、ソーラーパ

ネルにかえて、下でやっていくかって、そういうことも今、考えていらっ

しゃる方もいると思います。ですから、こういうことも起きてくるかな。 

         それで、事前に今度は、前も申し上げましたけれども、こういうことを始

める前に相談する部署を設けて、それできちんとその内容をもっと細かく

突き詰めてから始めないと、設置してしまったら、撤去にも、すごい費用

がかかってしまうので、相談窓口みたいなものをつくって、書類ができて
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いれば１００％ではなくて、そんなような経過をたどっていったほうがよ

いのではないかと思いました。 

         それと、私も地元にいて農地を見守っているわけなんですが、今回の場合

もそうですし、前回の○○の場合もそうですが、本人がやりたいと言うん

だったら、まあいいだろうなんて少しは思ってしまったんですけれども、

あのようなすばらしい土地の真ん中にソーラーパネルが建つのは、確かに

いかがなものかと言われれば、いかがなものかと今になって思いました。 

         そういう一歩踏み出す時点で、もっと重く考えて、慎重にやっていくべき

ではないかなって反省でもありますし、今後そういうふうにしていってい

ただけたらいいかなと思いました。 

         以上です。 

 

議  長     周りから苦情が出てくるんじゃ、やっぱりこれは何とかしなくちゃいけな

いね。 

 

古沢委員     そうなんです。 

 

議  長     私も、自分のうちへ植えたことあるけれども、なかなかつかないだが、誰

か根づき方とか栽培方法を知っている人の意見があれば。 

 

上條委員     山土。 

山土でないとだめ。 

 

議  長     それをすくって持ってこないと。 

 

上條委員     自分で生まれたところの同じ土じゃないと繁殖しづらいようです。 

 

古沢委員     自分で生まれ育ったところの土が一番好きで、その土を運んできて植えれ

ば、確かにすごいらしいです、繁殖は。 

 

議  長     ああ、そうか。 

 

上條委員     植物はみんな原生地特性と言って、遺伝子の中に全部それ持っているもん

で、それに合わせるというのは、そこに生えていたところのやつに合わせ

るという栽培をしないとだめだよね。 

大体○○○のとれる場所は、こういう傾斜地が多いですね。水はけのいい

ところ、土手みたいなところ。 

 

古沢委員     そうですね、聞いたことがあります。 

 

菅野委員     これね、今後の対策のところを読むと、全く無責任だよね。 
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古沢委員     そうですよね。 

 

菅野委員     まるっきりこの文章を読んでみれば、何せなり行き任せで、電気だけ売っ

ていればいいって、こういう感じのする対策だね。これはまずいと思うよ。                

それなら全面を耕して、全部移植するとか、何かと言うなら、これは自然

に待っていればいいわけ、これ。こんなもの、これはまるっきり無責任だ

よ。こういうのはもうちょっと指導していかないと。 

 

古沢委員     うん。何も○○○にこだわらなくても良いですよね。 

 

議  長     ○○○なら見込みはあるなら。 

 

議  長     はい。 

 

長田主査     そうしましたら、指導内容としましては、○○○では現状の土では根づか

ないため、当初の予定の○○○に戻して植えるべきと考えるとか、そうい

うような趣旨で出すということでどうですか。 

 

議長委員     どうでしょうか。 

 

古沢委員     例えば、追加事項として、撤去もあり得るということも本人にきちんと言

わないと、このままだらだらやって、有害鳥獣のすみかになるようでは困

るので、ちょっとそういうことも明記したほうがいいのではないかと思い

ますけれども、どうでしょうか。 

 

長田主査     そうしましたら、次回の申請までにそういった改善が見られないようであ

れば、撤去を要請することもあり得るというようなことで。 

 

菅野委員     あり得るじゃなくて、要請するでいいんじゃない。 

 

長田主査     要請する。はい。わかりました。 

 

上條委員     させるべきだよね、これ。許可のときの条件として、こういうふうにきち

んと営農型でもって収益上げます、ほかには迷惑はかけませんというよう

なことでやってあるわけなんだから。 

 

議  長     やってあるわけだからね。 

 

菅野委員     それができてない場合には、撤去してもらうしかない。それで農地に戻し

て、誰かへ貸すか、何か自分で耕作してもらうということで。 

 

議  長     それでは、そんなことを明記するかたちで。 
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         ほかに何かございましたら。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、今のような内容でもってやっていくということでよろしゅうご

ざいましょうかね。 

         それでは、そういうことで、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、続きまして報告事項に入ります。 

         それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

         大内主査、お願いいたします。 

 

大内主査     お願いします。 

         それでは、議案７ページからの報告事項です。 

         書類等全て完備しておりましたので、事務局長専決事項により処理しまし

た。よろしくお願いします。 

         ７ページから１０ページにかけてですが、（１）農地法第１８条第６項の

規定による合意解約通知の件、２７件でございます。１１ページから１３

ページ、（２）農地法第３条の３第１項の規定による届出の件、２４件で

す。１４ページ、（３）農地法第４条の規定による届出受理の件、こちら

６件です。１５ページから１６ページ、（４）農地法第５条の規定による

届出受理の件、１２件でございます。 

         以上報告します。よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、ただいまの報告につきまして質問等がありましたらお願いいた

します。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、これら報告事項につきましては、

事務局説明のとおり了解いただいたと存じます。 

         それでは、しばらく休憩をとりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 

（休  憩） 

 

議  長     それでは、議事を再開したいと思います。よろしくお願いいたします。 

         それでは、続きまして議案書の別冊をごらんくださいということで、議案

番号第１９０号から１９２号、農用地利用集積計画の決定の件、３件につ

きまして上程いたします。 

         本件は、農業振興部会に内容審査を委託しておりますので、農地部会では

その審査報告により決定をするものでございます。 
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         それでは、農業振興部会長より内容審査の報告をお願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 別冊の１７ページをごらんください。 

         先ほど開催されました農業振興部会において、議案第１９０号、農用地利

用集積計画の決定の件について事前内容審査を行いましたので、報告いた

します。 

         一般分については、３１８筆、５３万１，０４４平米で、内訳は、貸し付

け１５９人、借り入れが８２人でありました。円滑化事業分は、２０２筆、

３４万５．５５３平米で、内訳は、貸し付けが１３０人、借り入れが９０

人でありました。経営移譲は、１５筆、１万６，７４２９平米、利用権の

移転は、２筆、８，３８２平米、所有権の移転は、９筆、２万３，９５９

平米、第１８条２項６号関係は、６筆、１万６，２２９平米、農地中間管

理権の設定は、１０１筆、１６万４，７２１平米。 

         以上の件につきまして、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原

案どおり問題なく決定すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報

告いたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長からの内容の審査の報告をいただきましたので、

この報告に従って集約したいと思います。 

         議案番号第１９０号について、原案どおり決定することに賛成の方の挙手

を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成でございますので、本件は原案どおり決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１９１号につきまして、農業振興部会長

より内容審査の報告をお願いするわけでございますが、委員に関する案件

でありますので、農業委員会等に関する法律第２４条の規定により、森田

委員には退場をお願いいたします。 

 

（森田委員退席） 

 

議  長     それでは、農業振興部会長、お願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 別冊の１８ページをごらんください。 

         続きまして、同じく農業振興部会において、議案第１９１号、農用地利用

集積計画の決定の件について事前内容審査を行いましたので、報告いたし

ます。 

         一般分については、４筆、１万５２９平米で、内訳は、貸し付けが３名、

借り入れが１名でありました。円滑化事業分は、８筆、９，１８５平米で、

内訳は、貸し付けが４名、借り入れが１名でありました。 
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         以上の件につきまして、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原

案どおり問題なく決定すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報

告いたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長から内容審査の報告をいただきましたので、こ

の報告に従って集約したいと思います。 

         議案番号第１９１号について、原案どおり決定することに賛成の方の挙手

を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成でございますので、本件は原案どおり決定するものでございます。 

         それでは、森田委員さん、入室してください。 

 

（森田委員入室） 

 

議  長     それでは、続きまして議案番号第１９５号でございます。農業振興部会長

より内容審査の報告をお願いするわけでございますが、先ほど同様、委員

に関する案件がございますので、栁澤委員さんには退室をお願いいたしま

す。 

 

（栁澤委員退席） 

 

議  長     それでは、振興部会長、お願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 １９ページをごらんください。 

         続きまして、農業振興部会において、議案第１９２号、農用地利用集積計

画の決定の件について事前内容審査を行いましたので、報告いたします。 

         円滑化事業分は、１筆、３，５５９平米で、内訳は、貸し付けが２人、借

り入れが１人でありました。 

         以上の件について、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原案ど

おり問題なく決定すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報告い

たします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長から内容審査の報告をいただきましたので、こ

の報告に従って集約いたします。 

         議案番号第１９２号について、原案どおり決定することに賛成の方の挙手

をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 
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議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり決定いたしました。 

         それでは、栁澤委員さん、お入りください。 

 

（栁澤委員入室） 

 

議  長     それでは、続きまして議案番号第１９３号、農用地利用配分計画案の承認

の件について上程いたします。 

         本件は農業振興部会に内容審査を委託してございますので、農地部会では

その審査報告により承認をするものでございます。 

         それでは、農業振興部会長より内容審査の報告をお願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 ２３ページをごらんください。 

         続きまして、同じく農業振興部会において、議案第１９３号、農用地利用

配分計画案の承認の件について事前内容審査を行いましたので、報告いた

します。 

         農用地利用配分については、１０４筆、１６万９，６３４平米。 

         以上の件につきまして、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原

案どおり問題なく承認すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報

告いたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長から内容審査の報告をいただきましたので、こ

の報告に従って集約したいと思います。 

         議案番号第１９３号について、原案どおり承認することに賛成の方の挙手

をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認いたします。 

         どうもありがとうございました。 

         続きまして、その他について、事務局から説明をお願いします。 

         阪本技師、お願いいたします。 

 

阪本技師     それでは、その他の事項です。 

         来月の日程につきましてご確認をお願いしたいと思います。 

         来月の部会につきましては、４月２７日金曜日、午後３時から、場所は第

２委員会室です。 

         次回の農地転用の現地調査は、４月２０日金曜日を予定しております。農

地転用の現地調査の委員さんにつきましては、９番の柿澤潔委員さんと１

０番の岡村委員さんですが、ご予定いかがですか。 
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岡村委員     はい。 

 

柿澤委員     すいません、だめですね。 

 

阪本技師     次の伊藤さん、ご予定いかがですか。 

 

伊藤委員     ４月２０日ね。はい。 

 

柿澤委員     来月はまた調整させていただきたいと思いますが、申し訳ありません。 

 

阪本技師     それでは、岡村委員さんと伊藤委員さん、お願いいたします。 

 

議  長     次に、齋藤係長、お願いします。 

 

齋藤係長     大変お疲れさまでございます。 

         先ほどの定例会でも４月からの人事異動の報告があったわけですが、人事

異動に伴う４月からの事務局、特に許認可の関係の担当者が代わりますの

で、報告させていただきたいと思います。 

         まず農地法３条の関係と納税猶予の関係、今まで大内主査が担当させてい

ただいたものを、4月より異動してきます高橋が大内の後任ということで行

います。 

         次に、転用の関係ですけれども、新体制を見据えまして、新しいブロック

の枠組みでの担当になってございます。大内主査につきましては、北東部

と南部ブロックの地区担当になります。阪本技師につきましては、河西部

と西部ブロックが担当になりますので、よろしくお願いします。 

         あと、本日も開催されましたが、山林化検討委員会の関係でございます。

来年度、６月に１回、案件があれば、最後の山林化検討委員会ということ

になるわけですけれども、来年度からは、山林、原野等、まず、非農地判

断の係が行います。その後、毎年１回やっている非農地案件で上げるもの

と、定例会の協議にかけたるものに分けていくことになりますので、お願

いします。 

         次に、農業開発公社を介したあっせんの関係につきましては、阪本技師が

担当しますので、公社か阪本のほうへ相談をかけていただければいいと思

います。 

         そんなことで、４月以降も引続きよろしくお願いします。 

 

議  長    ありがとうございました。 

最後に、長田主査から退任のあいさつをいただければと思います。 

 

長田主査    すみません、３年間お世話になりました。農地部会の皆さんとには特に、

ご迷惑をかけながらも、大変楽しくやらせていただきました。 

        大変感謝しております、ありがとうございました。 
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         4月からは、健康づくり課ということで、この中の皆さんも、多いであろ

う、たばこをお吸いになられる方の敵、受動喫煙防止対策の担当になりま

す。 

         農業者、委員の皆さんも、ぜひこれを機会に、分煙じゃなくて、禁煙か、

もしくは減煙ぐらいな方向で考えてもらえればいいかと思います。 

         また、健康づくり課の何か企画があるときには、私、スタッフでうろちょ

ろしているかと思いますので、ぜひご参加いただければと思いますので、

よろしくお願いします。 

         ３年間本当にありがとうございました。（拍手） 

 

議  長     ありがとうございました。 

せっかくの機会ですので、何かどんなことでもいいですから、皆さんから

ご意見ありましたらお願いします。 

         はい、どうぞ。 

 

岡村委員     どんなことでもと言うから、ちょっとお知らせしておきます。 

         私ども、北のほうの山が松枯れでほとんど丸坊主のはげ山になっちゃいま

した。それで、残された木は、周りにもう並んでいないもんだから、木が

倒れるようになってしまっております。山へ入るときは、特に松の木の斜

めになっているところは入らないようにしたほうがいいと思います。風が

強いときは、それが折れて倒れてきます。だから、私たちも今、早く対応

して、切るなり、倒すなりということをやっているんですけれども、間に

合っておりません。ですから、山へ入るときは、くれぐれも無理して風の

吹いているときは入らないと、こういうぐあいにしていただいたほうがい

いと思います。 

          

議  長     あそこらの山は茶色になっているもんね。 

 

青木委員     ちょっと教えてほしいですが。 

 

議  長     はい。 

 

青木委員     今、松の話が出たんですが、松が枯れてきたのは、うちも赤松と黒松に分

けて、赤松がやられると思ったら、黒松が少し枯れてきているけれども、

黒松もやられますか。 

 

岡村委員     やられます。 

 

青木委員     大事にした黒松が。泣けそう。もうあれ、枯れてきちゃったらもう終わり

なんだよね。 

 

岡村委員     ヤニが出てくるようなら、まだ助かるようですけれども。 
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議  長     もう症状が出たらだめだということだね。遅いということだね。 

 

青木委員     私は黒松はやられないかと思った。やられるんだね。 

 そうですか。赤も黒もだめ。 

 

議  長     すみません、ほかにございましたら。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、来月、現地調査をしていただきます岡村委員

さんと、伊藤委員さんには、よろしくお願いいたします。 

         以上をもちまして本日の案件は全て終了しましたので、議長を退任させて

いただきます。 

         ご協力ありがとうございました。 

 

12 議長退任 

 

13 閉  会  赤羽農地部会長代理 

 

 

 

 

 

 

          農地部会長                           

 

 

 

 

          議事録署名人  ４番                      

 

 

 

 

          議事録署名人  ６番                      
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平成３０年３月 松本市農業委員会 農業振興部会 議事録 

 

１ 日  時    平成３０年３月２７日（火）午後３時２分から午後４時９分 

 

２ 場  所    議員協議会室 

 

３ 出席委員    ２６人 １番 田中 悦郎 

              ２番 萩原 良治 

              ３番 三村 和弘 

              ４番 荒井 和久 

              ５番 伊藤 素章 

              ６番 竹島 敏博 

              ７番 百瀬 芳彦 

              ８番 波場 秀樹 

              ９番 窪田 英明 

             １０番 前田 隆之 

             １２番 忠地 義光 

             １３番 橋本 実嗣 

             １４番 百瀬 文彦 

             １５番 上内 佳朋 

             １６番 細田 範良 

             １７番 百瀬 秀一 

             １８番 竹内 益貴 

             １９番 小林 弘也 

             ２０番 小松 誠一 

             ２２番 波多腰哲郎 

             ２３番 河野  徹 

             ２４番 百瀬 貞雄 

             ２５番 中島 孝子 

             ２６番 金子 文彦 

             ２７番 波田野裕男 

             ２８番 北川 和宏 

 

４ 欠席委員    ２人 １１番 丸山 寛実 

             ２１番 三村 晴夫 

 

５ 部会長挨拶   田中農業振興部会長 

 

６ 会議の成立   農業委員会等に関する法律第２１条３により成立 

 

７ 議長就任    松本市農業委員会部会規則第３条により田中農業振興部会長が議長に就 

          任 
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８ 議事録署名委員の指名及び書記の任命 

          〔議事録署名委員〕 １５番 上内 佳朋 委員 

                    １６番 細田 範良 委員 

          〔書記〕青栁主事 

 

９ 「松本市農業施策に関する意見書」に係る意見交換 

 

10 議  案 

  議案第１９４号 平成２９年第４回青年等就農計画の承認について 

 

11 協議事項 

  （１）農用地利用集積計画の事前内容審査について 

  （２）農用地利用配分計画案の事前内容審査について 

 

12 その他 

 

13 出席職員 農業委員会事務局     局長補佐 板花 賢治 

          〃         主  事 青栁 和幸 

       農 政 課        主  事 岩垂 宏直 

          〃         主  事 川嶋  遥 

       耕地林務課        課長補佐 青木  稔 

       西部農林課        課  長 石川 善啓 

          〃         課長補佐 春宮 充宏 

          〃         主  査 上條 裕之 

 

14 会議の概要 

議  長     議事に入りますが、順番を変えさせていただきます。 

         まず、松本市農業施策に関する意見書についての意見交換ということで、

前段の定例会でもありましたとおり、有害鳥関係を主にそれぞれ担当の方、

大変お忙しい中見えていらっしゃいますので、意見交換をして、その後利

用集積計画の承認と行きたいと思います。 

         それでは、「松本市農業施策に関する意見書」に係る意見交換についてで

あります。 

         今月は、意見交換のテーマを「有害鳥鳥獣害防止対策」として、農林部の

皆様と意見を交わしていきたいと思います。今回は、農林部の耕地林務課

と西部林務課とそれぞれ課長、課長補佐にご出席をいただいております。 

         それではまず、議案の２７ページに示されている懇談のポイントをごらん

いただきたいと思います。耕地林務課からその後の取り組み等について情

報提供をいただき、懇談を進めていきたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。よろしくお願いします。 
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青木（耕地林務課）お世話になります。市役所の耕地林務課課長補佐をしております青木と申

します。 

         本来であれば課長出席のところですが、本日、体調を崩しまして欠席とな

りますので、ご容赦いただきたいと思います。 

         今、部会長からありましたけれども、議題に鳥獣の捕獲実績を上げる具体

的な対策についてということでいただいております。行政区域を超えた鳥

類の合同捕獲の状況についてご説明させていただきたいと思います。 

         昨年、山形村との合同捕獲を７月２３日に実施いたしました。今まで行政

区ごと、松本市だけで鳥類の捕獲を各猟友会各支部と協力して行っていま

すと、隣の行政区、近隣の市町村に飛んで行ってしまって逃がしてしまう

ということが多々あったため、山形村からも相談があり、松本市からもと

いうことで、今井と山形の合同で捕獲を実施しました。 

         同日に実施ということで、朝７時から実施しましたけれども、今井地区か

ら１１名、山形村から１６名参加されました。ご存じの方いらっしゃれば

と思いますが、鎖川がありますと、そこから越えてきてしまうところが大

きなネックでしたけれども、それが無事捕獲につながったことになりまし

た。猟友会員の方は人数にも制限のある中、行政区を超えたというのが大

きな捕獲実績につながったのかなと思っております。 

         このときの捕獲ですけれども、確認できたものでムクドリ４０羽、カラス

３羽、ヒヨドリ２羽、スズメ３羽、ドバト１羽の合計４９羽となっており

ます。今後、近隣市村と隣接するところがありますので、また猟友会また

は農業者の皆さんから声があれば、近隣で声をかけ合いながら、捕獲成績

を上げていければと思っております。 

         続きまして、農業者の自衛対策に関する情報の周知ということでございま

すが、集落等捕獲隊の設置や運営に関するメリット、財政的な支援の紹介

及び小型獣類による農業被害軽減策の周知の状況、今後の取り組み等とい

うことでご説明をさせていただきたいと思います。 

         捕獲隊に対するメリットということですけれども、今まで猟友会で捕獲等

をお願いしていましたが、その捕獲隊、猟友会でわな等を使う場合に、わ

なの上限個数というのがあります。１人当たり３０基という上限の中で、

特にシカ等の場合にはくくりわなというものを利用するわけですが、そう

しますと広域にわたる場合も多く、３０基という上限数をフルに使いこな

すことがなかなか難しいということ、またそれを設置しても、保護と管理

という立場もありますので、その関係から、毎日見回るのは難しい。仮に

捕まえても、埋却が主な処理の方法になろうかと思いますが、猟友会さん

から、それがネックだという意見をいただいています。それをどうするか

ということで、集落の皆さん、農業被害に遭われている方の協力を得なが

ら捕獲の成績を上げていくというのが捕獲隊の一番のメリットかと思って

おります。そうした中において、財政的な支援ですけれども、県から直接

契約となりますけれども、見回りの費用ないし、対象とした獲物以外のも

の、例えばカモシカがかかってしまった場合には文化財ということもある

ので放獣しなければならないのですが、こちらに対しての費用に助成があ
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るということでございます。また、捕獲隊で補助者として動いていただく

方に関しても、当然労力または危険等も伴うということで、市から１人当

たり２，０００円ということで補助させていただいております。傷害保険

で１，３５０円ほどかかりますので、実質手元に残るものは少ないですけ

れども、パトロールの支援等に使っていただければと思っております。 

         あと、捕獲方法の周知といいますか、そちらについてですけれども、小型

獣類については許可申請が必要になりますが、わな免許は必要ありません。

自分の事業地、例えば自分の畑や自分の屋敷ですとか、そういうところに

近年多いのがハクビシンといった動物で、問い合わせ等も一番多いですけ

れども、そちらについては、自分の事業地内は許可さえ上げていただけれ

ば、わなを仕掛けていただくことが可能です。ただ、そこで利用するおり

の関係ですけれども、ホームセンターで見ても、１基当たり７，０００か

ら８，０００円で、躊躇してしまう場合もあろうかと思いますが、相談い

ただければ、市である程度の数を貸し出し用で用意してございます。 

         ですので、農業委員さんとの懇談会のときにもありましたけれども、３０

年度におきましては、生産部会または農業委員さん、農協等も通じながら、

そちらの周知を図り、おりの貸し出し等も積極的に行っていきたいと思っ

ております。ぜひご協力をお願いできればと思っております。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、１、２、３と個別で行きたいと思います。その後、トータルで

何かあれば伺いたいと思います。今、青木補佐から概要と取り組み方のお

話があったわけですけれども、ここで、皆さんから現状とそれぞれご意見

等があれば賜りたいと思います。 

         捕獲隊が梓川で新しくできたというお話を聞きました。いろいろと捕獲隊

はありますが、何か新しく取り組みされているとか、どういう経過と内容

かをお願いできればと思います。 

 

春宮（西部農林課）西部農林課の春宮と申します。よろしくお願いいたします。 

         新しく梓川地区で集落等捕獲隊が設置をされるということで、今、地区の

手続を進めているところでございますが、この懇談のポイントの２の防護

対策の強化（１）に、監視センサーの導入や緩衝帯の整備に向けた状況、

今後の取り組み等の部分が進められているものでございます。 

         監視センサーの導入についてどうかということで、県も含めて、上野町会

の皆さんと話し合いを持つ中で、梓川地区は大型の防護さくを設置してあ

りますけれども、そちらを越えて集落内に入ってくるサルについては、監

視をするより捕獲をしたほうがいいということで、猟友会の方と協力をし

て行う集落等捕獲隊を結成して、サルの捕獲を進めていく方向となりまし

た。上野町会の総会にかけて、そちらで了承されれば捕獲隊を結成してい

くということで、進められているところでございます。 

         規約、あと捕獲隊の志望者、それから捕獲隊の隊員についても、全て上野

地区は整っておりますので、総会の了承をいただければ、捕獲隊としての
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結成は進められる状況になってきております。 

         以上でございます。 

 

議  長     春宮補佐、ありがとうございました。 

         それでは、現在捕獲隊があるところで問題、課題、これからどういうふう

にやったらいいかというのも含めて、前田委員さん、何か鳥獣害対策とい

うことで、一言お願いします。 

 

前田委員     ハクビシン、タヌキ、アナグマ、そういう小型の鳥獣も含めて、県から指

導をいただきまして、どういうところにわなをかけたらいいかというのを

教えていただきました。結構ハクビシンもわなにかかって、トマトの被害

とか、イチゴの被害とか、そういうものが大分なくなってきています。 

         それから、カモシカが結構わなにかかってしまいまして、去年は３回くら

いあったと思いますが、わなから放さないといけないんですよね。カモシ

カは角が怖くて、物すごく鋭利なので、変なところに刺されば死んでしま

う。それを放すのに非常に人数が要るので、それが大変です。 

         また、サルもよく出ますが、人がかからないようにわなの場所に赤いテー

プを下げてありますけど、そのテープがどうもサルがわかるのか、ほとん

ど捕れないです。それからシカ、イノシシ、クマがわなにかかります。 

先ほど言ったみたいに、毎日見回りしまして、かかっていると朝、電話が

かかってくるんです。鳴った途端にもう嫌だな、と思う。要するに殺傷し

て、それで解体できるものは解体して、そういう処分をしないといけない。

それができる人はもう決まっていまして、ほかの人たちは殺傷なので嫌だ

と言ってやらないんです。なので、できる人がやむを得ずやっています。 

         公的機関から補助をいただいていますが、それはすべて町会に入るように

しています。捕獲隊の手当は町会から出て、捕獲隊に出るそういう補助は、

全て町会のほうに入る、私の地区はそういうシステムになっています。 

 

議  長     ハクビシンをはじめ、マニュアルがあれば捕るチャンスもあるし、確かに

耕地林務課でわなの貸し出しをしていますが、それで捕るにはどういう方

法があるのか、法律等のそういうマニュアルも含めて貸し出してもらえば

いいような気がしますけれども、それが果たしてどうか、また検討してみ

てください。 

         橋本委員、どうですか。奈川方面の現状は。 

 

橋本委員     奈川地区は電気さくで囲っているところは、サルもイノシシも入らない。

その代わりにドバトが入ってきます。奈川はソバを、一所懸命やっていま

すけれども、ドバトが５０羽、１００羽くらいの群れで来ます。実入って

いるところにくると、１０羽で１合くらいは食べるので、大量にソバを食

べられてしまう。奈川は捕獲隊ができていないので、何とかハトの対策が

できればと思っていますけれども、皆さんに聞きたいと思います。 
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議  長     青木補佐、ハトはどうしましょうか。 

 

青木（耕地林務課） ハトについては、下にありますけれども、鷹匠による害鳥の追い払いを

やりましたけれども、確かにタカ等がいれば嫌がります。では、毎日鷹匠

を呼んで、あらゆる農地でできるかというと、現実的に難しいかなと思い

ます。ただ、市場でも、ただ追い払っても結局隣の畑へ行ってしまえば、

農業の被害額の低減には全然つながらないわけですから、市場での追い払

いのほうは駆除も並行してやっています。この机の半分くらいですかね。

そのくらいのところにおりを一緒に設置しまして、そこで捕獲をしました。

当時確認したとき、約１３０羽は確認しました。その中で、９９羽捕まえ

て、市場の中にしつこく残ったのが７羽、あとは市場の外を様子見で飛ん

でいるという状況まで効果は確認できました。実際、鷹匠と、そういうお

りが効果があれば、そちらも並行してやってみるのは必要かと思います。 

         カラス等は逆に被害を呼んでしまう可能性がありますけれども、ハトの場

合、えさ場としてある程度来るようになれば、そういうおり等での捕獲実

績にもつながる経過もあります。目標的には５０％以上駆除効果が出れば

いいと思っていたところ、実際、それだけの効果が出たということで、一

考していただければとは思います。 

         以上でございます。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         青木補佐、そのおりは何かレンタルでありますか。 

 

青木（耕地林務課）そのときのおりは業者にお願いして持ってきたいただいたものですが、非

常に簡単なものでした。入り口から歩いて入るとぽんぽんぽんと行くんで

すが、おどかすと羽が広がって出てこれないような構造になっています。

非常に簡単なものですので、実物を見ればホームセンターで網を買ってく

れば作ることができそうです。もし必要であれば、そういう情報提供は業

者さんと話をさせていただいて、試みていただければと思います。 

 

議  長     そういうことで、青木補佐が窓口になってくれるようですので、もし何か

あればそういうふうに話をしてください。 

     許可は要りますか。 

 

青木（耕地林務課） 要ります。 

 

議  長     すぐに出ますか。 

 

青木（耕地林務課） 許可はすぐ出ます。 

 

議  長     ありがとうございます。 

         それから、前田さんもおっしゃったように、引導を渡すところですね、嫌



58 

なことではありますが、仕方がない。自分たちでやらないといけないとい

うところではありますが、どうしようないですか、青木補佐。 

 

青木（耕地林務課）そうですね。止め刺しは確かに嫌な仕事で、十分理解できます。県の林務

課から電気ショックで小型の獣類をしめるような機械を借りています。非

常に簡単で、一瞬鳴き声はしますけれども、血を見ることはない。ただ、

雄ジカなんかは大変で、２、３回やらないといけないですし、暴れるので

苦労します。 

また、県の林務課、鳥獣保護専門指導員という立場で新しい方が見えられ

ます。伊那から来られる方だったと思いますけれど、シカの産地のような

ところですので、対策等も十分理解されているかと思います。その辺りの

情報をいただきながら、皆さんからもいい知恵があればいただき、楽にし

められる方法といいますか、獣類にも余り痛みを与えずに安楽死というと

ころをできればと思っています。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         はい、百瀬委員。 

 

百瀬（貞）委員  オオカミの鳴き声が、シカやサルに非常に効果があるということを聞いた

のですが、スピーカーか何かで山の裾に流せると良いかとも思いますが、

いかがでしょうか。それから、カラスがねぐらに戻ってくるのは、フクロ

ウが天敵で、夜に襲われてはいけないので帰ってくる、そういう行動をと

っているというのも聞いたことがありますけれども、こういったものを利

用することも考えてみたらどうかと思いますが。 

 

議  長     わかりました。フクロウやオオカミについては、青木補佐、何か学術的に

効果があるか調べておいていただければと思います。 

 

青木（耕地林務課）フクロウは夜行性で、カラスを襲うので効果がありますね。それから、ハ

クビシンがカラスを食べるのですが、町場から追い出された結果、安全な

場所ということで町場のほうにカラスがおりてきてしまったというのは、

聞いたことあります。基本的には、すみかあれば、そこから追い払われて

来るということなので、フクロウを飼えば、先ほどのハトですとか、カラ

スとかの対策にはなろうかと思います。ただ、フクロウやタカ等はなかな

か飼育許可が難しい。この対策はそこが難しいところかと思います。 

 

議  長     ありがとうございます。 

１番から３番まで、日ごろ感じていること等を一括してお聞きします。 

忠地委員。 

 

忠地委員     皆さんから、いろいろなお話、それぞれ苦慮していることを聞きましたが、

奈川でもサルを捕獲するおりを、補助金をもらって設置したのですが、や
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はりサルは利口なもので、入ったとしても集団では３０全部が入らない。

１５くらい入って、残りの１５がかたき討ちのつもりか、その農地や周辺

は残すものがないくらい食害します。そして、また次に入ったときも、全

部は入らない。３匹、４匹くらい入って、あとは逃げてしまう。捕獲用の

おりでも限界があると、私は思います。 

         今は鉄砲を持っている猟友会も若い人は４０代が１人いるかどうかで、あ

とは７０代の方しかいない。今の７０代の人たちが猟銃の免許を取ったの

は、２０代、３０代から訓練して今に至ります。これからは西山で動物が、

特にサルが増えてきて、それが町中に出ると農地などを荒らすと思います。

それを捕獲するには、どうしても鉄砲が一番効果的だと思いますので、若

い世代で猟銃免許を取るような、そういうことを農業委員会でも訴えてい

く必要があると思います。本当なら、これは政策的に進めていくことで、

一般質問でも出ていますけれども、農業委員会でもそれを強く打ち出して

いただいて、猟銃免許取るためにもう少し補助金の交付をするとか、免許

更新でも費用が要りますし、射撃訓練場に行かないといけないので、時間

も取られますから、ある程度の支援をしてもらうような方策をぜひ考えて

いただきたい。今、消防団員は加入していると、企業では入札のときに総

合評価ということで、点が与えられるようになっている。今、猟友会員が

減ってきていますし、若い人、３０代から資格を取れるようなこと、企業

にお願いして、猟友会員なら総合評価にそれが反映できるくらいの大きい

ことを、松本市が全国に先駆けてやっていかないといけないと思います。

また、そうした動きが新聞に出ると、大きいことだと思います。 

         そんなことで、ぜひそういう制度をつくっていただきたいということを、

要望の中に入れていただければと思います。よろしくお願いします。 

 

議  長     前田さん。 

 

前田委員     今の話の続きですが、実は稲核で２０代の人が続けて２人猟友会に入って

くれました。それともう一人、３０になったかどうかわからないけれども、

３人ほど若い人が入っています。ここら辺を何かの機会にうまく宣伝をし

てもらいたいです。鳥獣害のことをやると、はっきりした目的を持って入

っているので。 

そういう若い人たちに少しでも入ってもらうために、猟友会で１人更新す

るときは、思い切って３万円から４万円を補助するとか、そういう方策を

打ち出した方が良いと思います。私も猟友会に入っていますが、入るのに

４万円くらいかかる。私たちのところは、町会で全部出してくれますが、

かなりお金かかります。ですので、例えば、４０代までの若い人が入った

ら、そのときに幾ら、更新のときに幾らというような、何かそういう方向

で出してもらえると、若い人たちが入るような方向性が出てきて、全国的

にも注目されるということは確実だと思います。よろしくお願いします。 

 

議  長     ありがとうございました。 
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         何しろ我々農業に携わる者としては、ネズミからハト、シカまで、厄介な

存在ですので、それぞれ立場の中でいろいろ方策練らなきゃいけないと思

いますが、最後に何かありますでしょうか。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     では、いろいろな話がありますけれども、継続してやっていくということ

で、この場はこれで閉じさせていただきます。 

         それぞれ石川課長、青木補佐、春宮補佐、お忙しい中ありがとうございま

した。また相談に乗ってください。 

         時間となりましたので、意見交換を終了させていただきます。 

         続きまして、議事に入ります。 

         初めに、議案第１９４号、平成２９年度青年等就農計画の承認について、

農政課から説明をお願いいたします。 

         岩垂主事。 

 

岩垂（農政課）  農政課の担い手担当、岩垂でございます。よろしくお願いいたします。 

         では、着座にて失礼させていただきます。 

         平成２９年度第４回青年等就農計画の承認につきまして説明させていただ

きます。 

         本年度第４回目青年等就農計画の承認について審議をお願いするものです。 

         認定基準につきましては、前回と変更等ありませんので、記載のとおりと

なっております。 

         それでは、推薦者につきまして説明いたします。 

         整理番号１番、笹賀の〇〇〇〇さん、平成２７年認定を受けまして、こち

ら、変更２回目になります。 

         ２ページ目をごらんください。 

         目標とする営農類型は、露地花卉・野菜、水稲・大麦、施設花卉・野菜で

す。構想につきましては、法人化に向け、露地花卉、水稲・大麦栽培を中

心に、施設野菜・花卉を取り入れ、通年雇用と冬季の農産物出荷が可能と

なる農業を目指すです。農業経営の規模に関する目標は、記載のとおりと

なっております。目標年間所得、目標労働時間を満たしております。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、北川委員、何か補足はありますか。 

 

北川委員     〇〇さんですが、３０歳という若さでありまして、非常に熱心に農業に取

り組んでおりますし、若いころは、この間、農業活性化推進大会のときに

表彰されました〇〇〇〇さんのところで研修を受けてきた方で、笹賀の今、

リーダーとしてやっていただいている方でありますので、よろしくお願い

をしたいと思います。 
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議  長     ありがとうございました。 

         プロジェクトで何か表彰を受けた人ですよね。 

         ほかの委員の方で何か質問、意見等あったら、お願いしたいと思います。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、集約したいと思います。 

         議案第１９４号、平成２９年度第４回青年等就農計画の承認について、原

案どおり承認することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、議案第１９４号は原案どおり決定いたします。 

         続きまして、協議事項に入ります。 

         初めに、協議事項１、農用地利用集積計画の事前内容審査についてですが、

本件は総会において事前の内容審査を付託された議案第１９０号から議案

第１９２号について審査を行うものです。 

         初めに、利用集積計画にのっている新規就農者について、事務局から説明

をし、その後、農政課から一括して説明をお願いします。 

         それでは、新規就農者について事務局から説明をお願いいたします。 

         青栁主事。 

 

青栁主事     お世話になります。農業委員会事務局の青栁です。 

新規就農者について説明いたします。 

         では、議案２６ページをお開きください。 

         今月ですけれども、議案内にあります新規就農者の方、２名いらっしゃい

ますので、それぞれご紹介いたします。 

         まず、整理番号１番、〇〇〇〇様になります。ご住所は里山辺、農地は梓

川梓で借りる予定になっておりますので、お願いいたします。ご年齢は５

６歳、栽培予定品目につきましては、ブドウを予定ということになります。 

         また、農業従事予定人数１名ということで、ご本人のみとなりますのでお

願いいたします。 

         就農の目的と経営志向につきましてですけれども、農産物出荷等を行う営

農を予定しておりまして、あづみ農協等に出荷をする予定となっておりま

す。年間４，０００キログラムを出荷予定で、収入見込みにつきましては

４００万円ということで新規就農届いただいておりますので、お願いいた

します。 

         農業経験と技術習得につきましては、里山辺で２年半ブドウの栽培をされ

ての就農ということになりますので、よろしく願いいたします。また、今

後、規模拡大を目指す予定ですので、お願いします。 
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         あと、こちらの新規就農につきましては、上内委員と三村和弘委員からそ

れぞれご署名をちょうだいしておりますので、そちらもあわせてご報告い

たします。 

         議案につきましては、本日の議案、２５ページの３０番、こちら該当にな

りますので、よろしくお願いいたします。 

         続きまして、整理番号２番に入ります。〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇にな

ります。こちら、所在地は新村、農地につきましては、波田地区の農地を

５８アール借り入れ予定ということになりますので、お願いいたします。 

         該当する農地につきましては、和ナシの栽培を予定しておりますが、今後、

利用権を設定した農地にスイカ、野菜等を作付する予定ということで、あ

わせて新規就農届で報告をいただいておりますので、ご承知おきいただけ

ればと存じます。 

         また、農業従事者予定人数１５名となっておりますけれども、こちらは法

人の役員１４名及び農業従事者１名の計１５名ということになりますので、

よろしくお願いいたします。 

         就農目的等につきましては、農産物出荷等を行うということで、出荷先は

ＪＡを予定しております。年間５００万円の販売額を見込んでいるという

ことですので、お願いいたします。 

         また、農業経験について、ＪＡの指導員としてということで記載あります

けれども、先ほど構成員の中で１人だけ農業従事者となっている方がいる

旨をお伝えしましたが、こちらの方がＪＡの果実部門の指導員をやられて

おり、主に果樹栽培をするということでお話をちょうだいしております。 

         それから、トラクター、ＳＳ及び乗用モアにつきましては、法人で所有を

しております。 

         議案につきましては１５ページになります。こちらも下のほうですね。第

１８条２項６号関係分、こちらの３番から５番が該当となりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

         新規就農についての説明は以上になります。 

 

議  長     お疲れさまです。 

酒向さんについて、上内委員、三村委員から何かありますか。 

 

上内委員     私も本人とは初めて会いましたが、あづみ農協、車の関係で勤めながら、

農業をやりたいとのことです。農業法人の下で２年間やったということで、

本人はブドウをやろうという気がある人で、梓川でやるということで、最

近では珍しいことですので、ぜひお願いいたします。 

 

三村委員     私も面識はございませんでしたので、本人から話を聞きました。せっかく

のやるという意思がありますので、農地を有効に使ってもらったほうがい

いということで署名いたしました。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     ありがとうございます。 
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         〇〇〇〇〇〇〇〇〇については新村で、署名農業委員は農地部会所属です

ので補足は割愛します。 

         それでは、川嶋主事から引き続きお願いします。 

 

川嶋（農政課）  お疲れさまでございます。農政課の川嶋と申します。着座にて説明させて

いただきます。 

         今回集積計画の議案は３本に分かれておりますが、一括して説明させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

         では、３ページをごらんください。 

         協議事項１、議案第１９０号、農用地利用集積計画の事前内容審査。 

         合計だけ読み上げますので、１９ページをごらんください。 

         合計、一般分、筆数３１８筆、貸し付け１５９人、借り入れ８２人、面積

５３万１，０４４７平米。 

         円滑化事業分、２０２筆、貸し付け１３０人、借り入れ９０人、面積３４

万５，５５３平米。 

         経営移譲、１５筆、貸し付け２人、借り入れ２人、面積１万６，７４２平

米。 

         利用権の移転、２筆、貸し付け２人、借り入れ２人、面積８，３８２平米。 

         所有権の移転、９筆、貸し付け５人、借り入れ４人、面積２万３，９５９

平米。 

         第１８条２項６号関係、６筆、貸し付け５人、借り入れ２人、面積１万６，

２２９平米。 

         農地中間管理権の設定、１０１筆、貸し付け５５人、借り入れ１人、面積

１６万４，７２１平米。 

         合計、６５３筆、貸し付け３５８人、借り入れ１８３人、面積１１０万６，

６３０平米。 

         当月の利用件設定全体のうち、認定農業者への集積、３５１筆、面積６３

万２，９８９平米、集積率は７０．２４％となっております。 

         続きまして、１枚めくって２０ページをごらんください。 

         議案第１９１号、農用地利用集積計画の事前内容審査。 

         合計ですが、一般分、筆数４筆、貸し付け３人、借り入れ１人、面積１万

５２９平米。 

         滑化事業分、筆数８筆、貸し付け４人、借り入れ１人、面積９，１８５平

米。 

         合計ですが、筆数１２筆、貸し付け７人、借り入れ、延べ人数になります

が２人、面積１万９，７１４平米。 

         〇〇〇〇さんは認定農業者ですので、認定農業者への集積は１００％とな

っております。 

         続きまして、２１ページをごらんください。 

         議案第１９２号、農用地利用集積計画の事前内容審査。 

         合計、円滑化事業分、筆数２筆、貸し付け２人、借り入れ１人、面積３，

５５９平米、合計も同じ値となっております。 



64 

         〇〇〇〇さんは認定農業者ですので、認定農業者への集積は１００％とな

っております。 

         協議事項１については以上になります。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ただいまの説明について、地元の委員の方から補足等ありましたら、お願

いします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     なければ、ほかの委員の方でこの案件についてご意見等ありましたら、発

言をお願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、集約したいと思います。 

         議案第１９０号について、原案どおり決定すべきものとして農地部会に報

告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、１９０号はただいまのとおり農業振興部会終了後、農

地部会にて報告することといたします。 

         続きまして、議案第１９１号について、原案どおり決定すべきものとして

農地部会に報告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ですので、１９１号はただいまのとおり農業振興部会終了後、農

地部会にて報告することといたします。 

         続きまして、議案第１９２号について、原案どおり決定すべきものとして

農地部会に報告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、１９２号はただいまのとおり農業振興部会終了後、農

地部会にて報告することといたします。 

         続きまして、協議事項２、農用地利用配分計画案の事前内容審査について

ですが、本件は総会において事前の内容審査を委託された議案第１９３号

について審査を行うものです。 
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         それでは、農政課から一括して説明をお願いいたします。 

         川嶋主事。 

 

川嶋（農政課）  農政課の川嶋です。引き続きよろしくお願いいたします。 

         着座にて説明させていただきます。 

         ２２ページをごらんください。 

         協議事項２、議案第１９３号、農用地利用配分計画案の事前内容審査。 

         合計だけ読み上げますので、２５ページをごらんください。 

         合計、筆数１０４筆、貸し付け１人、借り入れ３２人、面積１６万９，６

３４平米。 

         認定農業者への集積は９７筆、１４万９，５４８平米、集積率は８８．１

６％となっております。 

         協議事項２については以上になります。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ただいまの説明について、地元の委員の方から補足がありましたら、お願

いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ほかの委員の方でこの案件についてご意見等ありましたら、お出しをお願

いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     なければ、集約したいと思います。 

         議案第１９３号について、原案どおり決定すべきものとして農地部会に報

告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、議案第１９３号は、ただいまのとおり農業振興部会終

了後、農地部会にて報告することといたします。 

         以上で議事を終了いたします。 

         その他で何かありましたら、お出しをお願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     本日の議題は全て終了いたしました。 

         これをもちまして議長を退任させていただきます。ご協力ありがとうござ

いました。 
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